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序
問
題
の
所
在

一
諸
書
籍
に
お
け
る
商
と
頁

二
『
史
記
』
『
漢
書
』
『
後
漢
書
』
の
爾
と
寅

三
法
制
上
の
用
語

四
算
編
令
の
商
と
買
人

五
『
白
虎
逼
』
一
商
買
篇
と
鄭
玄
註
の
一
意
味

徐
論
中
世
に
お
け
る
粛
と
買

- 1ー

序

問
題
の
所
在

1 

中
園
に
お
い
て
商
人
・
一
商
業
を
表
わ
す
一
商
一
字
と
責
字
は
、
通
説
的
に
商
H

行
一
商
、
買
H

坐
買
と
理
解
さ
れ
、
と
り
わ
け
古
代
で
は
班
固
撰

『
白
虎
、逼
』
巻
六
商
買
篇
、
鄭
玄
『
周
瞳
』
註
等
で
そ
れ
が
明
言
さ
れ
て
お
り
、
動
か
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
例
え
ば
加
藤
繁
氏
は



2 

p
l
l
)
 

『
史
記
』
卒
準
書
の
誇
註
で
、
元
狩
四
年
(
前
二
九
)
の
算
編
令
の
僚
に
寸
買
は
坐
一
商
な
り
。
庖
舗
を
聞
き
て
営
業
す
る
も
の
な
り
。
一
商
一
は
買

と
相
劃
す
れ
ば
行
一
商
の
意
味
と
震
る
。
」
と
し
て
お
り
、
こ
れ
が
定
説
化
し
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
『
史
記
』
『
漢
書
』
『
後
漢
書
』
及
び
漢
以
前
の
諸
書
籍
を
通
覧
し
た
時
、

一商
H

行
一
商
、
買
H

坐
買
と
い
う
よ
う
な
明
確
な
相

違
、
あ
る
い
は
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
こ
と
は
明
瞭
な
事
貫
で
あ
る
。
こ
の
貼
、

(

2

)

 

と
一
商
業

・
一
商
人
の
関
係
を
論
じ
た
研
究
に
お
い
て
、

つ
と
に
宮
崎
市
定
氏
は
河
東
解
池
の
盟

『
白
虎
逼
』
の
読
に
つ
い
て

「
商
字
が
行
販
を
一
意
味
す
る
は
無
難
と
し
て
、
買
字
は
寅
際

の
用
例
に
就
い
て
見
る
に
、

必
ず
し
も
坐
販
を
一
意
味
し
て
居
ら
ぬ
よ
う
で
あ
」
り
、
こ
れ
は
一
商
が
特
に
行
一
商一
を
意
味
す
る
所
か
ら
、
強
い
て
買

字
を
こ
れ
と
相
射
さ
せ
て
坐
買
と
し
た
も
の
で
、

「
例
の
漢
儒
一
流
の
常
套
手
段
で
あ
ろ
う
」
と
し
た
。

『
白
虎
通
』
一
商
買
篇
の
文
は
次
の
如

く
で
あ
る
。

は

か

う

む

一
商
買
と
は
何
の
謂
ぞ
や
?
一
商
一
の
言
た
る
や
一
商
な
り
。
そ
の
遠
近
を
商
り
、
そ
の
有
亡
を
度
り
、

四
方
の
物
を
逼
ず
c

故
に
こ
れ
を
一
両
と
謂

- 2ー

う
な
り
。
買
の
言
た
る
や
固
な
り
。
そ
の
有
用
の
物
を
固
め
て
、
以
っ
て
民
の
来
た
る
を
待
ち
、
以
っ
て
そ
の
利
を
求
め
る
者
な
り
。
行

と

ど

さ

み

く
を
商
と
日
い
、
止
ま
る
を
買
と
日
ぅ
。
易
に
日
く
『
先
王
以
っ
て
至
日
に
闘
を
閉
じ
、
商
放
行
か
ず
、
后
は
方
を
省
み
ず
。
』
論
語
に

(

賀

)

も

日
く
『
之
を
出
ら
ん
か
な
。
我
れ
は
債
を
待
つ
者
な
り
。
』
と
。
即
し
か
く
の
如
く
ん
ば
、
向
書
に
『
肇
め
て
車
牛
を
牽
き
、

一遠
く
買
に
服

し
、
用
っ
て
(
そ
の
父
母
を
孝
養
す
〉
。
』
と
日
う
は
何
ぞ
や
?
遠
行
を
言
う
こ
と
知
る
可
き
な
り
。
叉
そ
の
父
母
を
欽
し
む
と
言
わ
ば
、

(
3〉

留
り
て
之
を
供
養
せ
ん
と
欲
す
る
な
り
。

一
商
賓
と
は
何
か
と
い
う
聞
い
に
劉
b
、
行
を
一
商
、
止
を
買
と
す
る
説
明
を
し
、
そ
れ
を
擢
威
づ
け
る
た
め
に
『
易
』
復
卦
象
俸
と
『
論
語
』
子

翠
篇
の
文
と
を
挙
例
し
た
。
と
こ
ろ
が
質
問
者
は
同
じ
く
経
書
た
る
『
尚
書
』
酒
詰
篇
で
は
買
は
明
ら
か
に
行
一
商
一
を
意
味
し
て
い
る
で
は
な
い

か
と
質
七
た
。
そ
れ
に
射
し
て
は
、
そ
の
下
文
に
「
父
母
を
孝
養
す
L

と
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
留
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
や
は
り
坐
貿

で
あ
る
、
と
強
賭
し
て
い
る
。
こ
の
議
論
の
展
開
だ
け
を
見
て
も
、
後
漢
章
一
帝
建
-
初
四
年
(
後
七
九
)
の
白
虎
観
論
議
の
時
黙
で
さ
え
も
、
決
し

て一商
H

行
、
買
U

止
と
い
う
匡
別
、
と
り
わ
け
買
H

止
が
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
知
り
う
る
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
白
虎
観
論
議
で
一
商
と
買



の
意
味
が
問
題
と
さ
れ
た
の
か
?
な
ぜ
一
腰
商
H

行
、
買
H

止
と
い
う
結
論
を
み
た
の
か
?
そ
し
て
そ
れ
が
以
後
ど
の
よ
う
な
影
響
を
輿
え
た

の
か
す
と
問
う
必
要
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。

(
4〉

あ
る
い
は
ま
た
商
と
買
に
令明
確
な
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
貫
態
に
即
し
て
場
合
場
合
で
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
立
場
も

出
て
こ
よ
う
。
も
と
よ
り
一
一商
人
の
存
在
形
態
や
一
商
業
形
態
は
多
様
で
あ
り
、
一
商
人
・
一
商
業
の
分
析
に
賓
態
を
踏
ま
え
る
べ
き
こ
と
は
嘗
然
で
あ

る
が
、
こ
の
方
法
で
は
無
原
則
の
場
嘗
り
的
解
揮
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
従
っ
て
意
味
を
明
確
に
匿
別
で
き
な
い
に
し
て
も
、
漢
代
以
前
の
各

書
籍
等
に
お
い
て
は
一
商
・
買
字
は
ど
の
よ
う
な
使
わ
れ
方
を
し
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
傾
向
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
具
瞳
的
に
検
討
L
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
商
と
買
の
傾
向
性
、
あ
る
い
は
特
徴
的
用
例
を
押
え
る
こ
と
が
、
算
縄
令
中
の
商
と
買
人
の
よ
う
な
キ
ィ

l
タ
I
ム

を
解
轄
す
る
上
で
決
定
的
な
一
意
一
味
を
も
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

及
び
商
人
・
商
業
と
園
家
と
の
関
わ
り
の
解
明
と
い
う
一
商
業
史

上
・
財
政
史
上
、
更
に
は
身
分
制
史
上
の
課
題
解
決
の
た
め
に
、
も
う
一
つ
は
『
白
虎
逼
』
を
め
ぐ
る
問
題
に
端
的
に
現
わ
れ
て
く
る
の
で
あ

即
ち
私
は
本
稿
に
お
い
て
、

一
つ
は
秦
漢
時
代
の
一
商
人
・
一
商
業
の
寅
態
、

一 3-

る
が
思
想
史
上
の
課
題
解
決
の
た
め
に
も
、
こ
の
商
と
賓
と
い
う
タ
l
ム
そ
の
も
の
を
問
題
に
し
た
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

諸
書
籍
に
お
け
る
一
商
と
買

右
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
出
震
貼
と
す
べ
き
研
究
が
二
つ
あ
る
。

(

5

)

 

馬
氏
の
研
究
で
あ
る
。
小
島
氏
は
一
商
〈
殿
)
民
が
周
に
よ
っ
て
分
割
さ
れ
、

一
つ
は
先
の
宮
崎
市
定
氏
の
研
究
で
あ
る
が
、
も
う
一
つ
は
小
島
祐

各
園
に
お
い
て
一
商
業
交
易
に
従
っ
た
か
ら

「
そ
の
行
商
人
を
ば

最
初
そ
の
圏
籍
に
よ
っ
て
一
商
人
の
名
を
も
っ
て
呼
ん
で
い
た
も
の
が
、

つ
い
に
商
人
と
い
え
ば
行
商
人
を
一
意
味
す
る
こ
と
と
な
り
、

さ
ら
に
そ

れ
が
轄
じ
て
行
一
商
と
坐
買
と
を
問
わ
ず
す
べ
て
交
換
の
媒
介
を
す
る
も
の
を
呼
ぶ
名
稽
と
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
に
と
し
た
。

3 

一
方
宮
崎
氏
は
、
買
が
カ
と
コ
の
二
一
音
を
も
ち
、

且
つ
カ
墨
田
の
方
が
古
い
と
い
う
こ
と
を
出
護
黙
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
解
池
の
盟

が
監
と
呼
ば
れ
、
そ
の
貰
買
、
更
に
は
一
般
一商
品
や
一
商
業
行
震
も
監
と
名
附
け
ら
れ
、
や
が
て
泊
・
居
の
文
字
も
代
用
さ
れ
た
。
商
業
・
貨
幣



4 

経
済
の
護
展
、
一
一
商
人
の
撞
頭
は
、
こ
の
盟
か
ら
商
業

・
一商
一
人
を
意
味
す
る
貝
偏
の
賠
乃
至
頁
字
を
生
じ
さ
せ
、
字
形
が
相
類
す
る
こ
と
か
ら
買

と
混
同
さ
れ
、
遂
に
買
の
み
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
買
は
二
一
音
二
義
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

『
白
虎
通
』
の
引
く
『
向

書
』
の
文
は
「
大
カ
ラ
ヴ
ァ
ン
を
聯
想
せ
し
む
る
」
し

『
論
語
』
は
一
商
一
買
の
意
味
で
あ
る
な
ら
行
一
商
一
で
あ
る
し
、

『
史
記
』
巻
八
五
、
呂
不

章
列
停
で
「
大
買
人
」
と
さ
れ
る
呂
不
意
も
行
商
で
あ
る
。
ま
た
同
巻
一
二
九
貨
殖
列
俸
に
は
「
貰
貸
行
買
、
郡
闘
に
偏
し
」
と
あ
り
、
買
は

坐
費
に
限
定
し
難
い
。

こ
の
示
唆
す
る
所
の
多
い
雨
氏
の
研
究
を
基
礎
と
し
て
、
先
秦
か
ら
漢
代
に
至
る
、
三
史
を
除
く
諸
書
籍
の
一
商
字
と
買
字
の
用
例
を
追
っ
て

み
た
い
。
も
と
よ
り
漢
以
前
の
各
書
籍
は
、
そ
の
全
書
の
成
立
年
代
、
あ
る
い
は
各
篇
、
更
に
は
各
記
事
の
成
立
年
代
や
、
そ
れ
が
指
し
示
す

時
代
な
ど
に
多
く
の
問
題
が
あ
り
、
慎
重
に
扱
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
こ
の
黙
を
十
分
考
慮
に
容
れ
な
が
ら
、
同
時
に
一
加
の
ま
と
ま
っ

(

6

)

 

た
書
物
と
し
て
全
鐙
と
し
て
ど
の
よ
う
な
傾
向
が
あ
る
か
を
見
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

ま
ず
『
左
氏
傍
』
。

(

7

)

 

昭
公
二
ハ
年
(
前
五
二
六
)
の
僚
で
鄭
の
商
一
人
に
つ
い
て
買
人
と
一
商
一
人
と
を
互
用
し
て
い
る
こ
と
の
指
摘
は
既
に
あ
る

か

「
害
を
買
う
な
り
・」(桓
公
一
O
年
・
前
七
O

- 4 

が
、
そ
れ
に
加
え
て
い
く
つ
か
の
傾
向
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ハ
円
買
買
行
震
に
つ
い
て
は
、

「
既
に
買
を
成
す
」
〈
昭
公
一
六
年
)
、

一一)、

「
馬
を
買
う
」
(
昭
公
二
九
年
・
前
五
ご
ニ
)
な
ど
の
よ
う
に
買
を
用
い
る
が
、
簡
を
使
う
例
は
な
い
。

。
身
分
制
的
に
は
、
「
庶
人
工
一
商
」
(
桓
公
二
年
・
前
七
一

O
Y
「
土
:
:
:
庶
人
工
商
皐
隷
牧
園
」
(
婆
公
一
四
年
・
前
五
五
九
)
、
「
庶
人
工
商
」
(
亥
公

二
年
・
前
四
九
三
)
の
よ
う
に
、
前
後
を
通
じ
て
一商
を
使
う
こ
と
が
多
い
が
、
昭
公
二
六
年
(
前
五
二
ハ
)
の
「
工
費
は
蟹
ら
ず
」
の
よ
う
に
土
農

工
と
並
べ
て
一商一
人
一
般
を
論
ず
る
時
に
買
が
使
わ
れ
た
例
も
あ
る
。
同
「
鄭
商
人
」
(
俸
公
一
一
一
一
一
一
年
・
前
六
二
七
〉
と
「
鄭
買
人
」
〈
成
公
四
年
・
前

五
八
七
)
と
あ
る
よ
う
に
、

昭
公
二
ハ
年
の
例
同
様
、
同
じ
鄭
の
一
商
人
を
指
す
場
合
で
も
責
人
を
使
う
も
の
も
あ
る
。

倒
右
の
裏
公
一
四
年
の

所
に
は
、

そ
れ
に
績
け
て

「一商
放
は
市
に
子
い
て
し
」

と
あ
り

一
商
人
一
般
を
指
し
て
身
分
制
的
に
用
い
ら
れ
た
商
放
と
い
う
言
葉
が
見
ら

れ
、
し
か
も
そ
れ
は
市
で
の
交
易
を
行
う
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
一
方
昭
公
二
二
年
(
前
五
二
九
〉
に
は
「
市
買
の
如
し
」
と
い
う
市
中
の
商
人

に
つ
い
て
買
を
使
う
例
も
あ
る
。
伺
概
し
て
商
人
を
表
わ
す
買
は
宣
公
以
降
に
多
く
、
そ
の
最
初
の
例
が
同
一
二
年
〈
前
五
九
七
)
の
も
の
で
あ



る
。
こ
れ
は
菅
の
士
舎
の
言
中
に
楚
の
民
に
つ
い
て
「
一
商
農
工
責
」
と
あ
る
も
の
で
、
一
商
と
賓
と
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
な
例
な
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
菅
・
杜
預
は
註
を
つ
け
て
い
な
い
が
、
唐
・
孔
穎
達
疏
で
は
『
圏
一
語
』
の
四
民
を
引
き
つ
つ
、
士
は
従
軍
し
て
い
る
か
ら
除

か
れ
、

ま
た
行
一
商
と
坐
買
は
異
な
る
か
ら
一
商
と
買
を
分
け
て
四
民
と
し
た
の
で
あ
る
と
言
う
。

し
か
し
孔
疏
は
四
と
い
う
数
字
に
こ
だ
わ
り
過

ぎ
て
お
り
、
右
の
如
き
『
左
氏
俸
』
全
瞳
を
逼
し
て
み
た
一
両
と
買
の
使
用
朕
況
か
ら
し
て
も
こ
の
解
俸
に
は
従
い
難
い
。
む
し
ろ
商
民
の
系
譜

の
一
商
と
、
瞳
の
貰
買
に
起
因
す
る
買
と
が
ほ
ぼ
同
じ
意
味
に
使
わ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
来
源
が
異
な
る
所
か
ら
、
感
魔
的
に
差
あ
る
も
の
と
き

れ
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
な
護
言
が
な
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
い
わ
ば
歴
史
的
解
揮
で
あ
る
。
鋭
い
思
想
的
封

立
の
場
に
こ
の
一
文
が
置
か
れ
た
時
、
そ
れ
が
果
す
役
割
は
自
ず
か
ら
別
で
あ
る
。
こ
の
黙
は
後
述
す
る
。

次
に
『
園
語
』
。
『
園
語
』
は
戦
園
時
代
に
春
秋
各
園
の
年
代
記
を
材
料
と
し
て
、
卒
・
均
・
和
の
政
治
思
想
で
一
貫
さ
せ
て
成
立
し
た
も
の

(

8

)

 

で
あ
る
。
ハ
門
商
・
賓
の
例
は
あ
ま
り
多
く
は
な
い
が
、
そ
の
少
な
い
例
の
中
で
は
商
の
方
が
多
く
、
買
は
『
左
氏
停
』
と
同
様
、
春
秋
後
期
の

記
事
に
見
ら
れ
る
。

ω比
較
的
古
い
紋
況
を
反
映
し
た
記
事
と
み
ら
れ
る
斉
語
の
四
民
(
士
農
工
商
)
を
始
め
と
し
て
、
身
分
制
的
に
は
一
商
が
用

(

9

)

 

い
ら
れ
て
い
る
。
菅
語
四
の
文
公
元
年
〈
前
六
三
六
)
の
こ
と
と
さ
れ
る
「
工
一
商
は
官
に
食
む
」
と
い
う
記
事
は
、
工
一
両
一
が
官
府
に
隷
属
し
て
い

- 5 ー

た
古
い
朕
況
を
窺
わ
せ
る
。
ま
た
菅
語
八
の
卒
公
末
(
一
二
ハ
年
・
前
五
三
二
死
)
の
記
事
に
「
富
一商
」
と
い
う
言
葉
が
見
ら
れ
る
。

(
叩
〉

は
商
人
一
般
を
指
し
て
買
人
が
使
わ
れ
、
時
間
的
債
格
差
に
よ
る
利
盆
獲
得
を
行
う
前
近
代
的
一商業
の
本
質
を
述
べ
た
一
文
が
興
味
深
い
。

(

日

〉

『
墨
子
』
で
は
、
貴
義
篇
の
「
今
、
土
の
身
を
用
う
る
こ
と
、
商
人
の
一
布
を
用
い
る
こ
と
の
慣
に
若
か
ざ
る
な
り
。
」
「
一
商
一
人
の
四
方
に
之

く
や
、
市
費
信
徒
(
倍
夜
)
す
れ
ば
、
開
梁
の
難
、
盗
賊
の
危
有
り
と
難
も
、
必
ず
之
を
篤
す
。
」
に
典
型
的
な
よ
う
に
、
商
人
の
み
が
用
い
ら

日
開
越
語
上
で

れ
て
お
り
、
買
は
債
の
意
味
で
の
み
使
わ
れ
て
い
る
。
な
お
比
較
的
早
い
成
立
と
さ
れ
る
向
賢
上
篇
に
「
農
と
工
擦
に
在
る
人
」
と
あ
る
「
摩

に
在
る
人
」
と
、

と
あ
る
も
の
が
一商
人
を
指
す
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

『
孟
子
』
で
は
、
一
商
人
一
般
を
指
す
用
語
と
し
て
一
商
(
公
孫
丑
上
篤
と
下
篇
)
と
一
商
買
ハ
梁
恵
王
上
篇
)
が
使
わ
れ
て
お
り
、
一
両
一
買
と
い
う
言
葉
が

比
較
的
遅
い
成
立
と
み
ら
れ
る
迎
敵
桐
篇
に

「
屠
酷
者
」

ま
た

5 

熟
し
て
き
で
い
る
こ
と
、

及
び
買
皐
濁
で
は
債
の
一
意
味
(
勝
文
公
篇
な
ど
)
の
み
で
あ
る
と
い
う
『
墨
子
』
に
近
い
傾
向
も
見
ら
れ
る
こ
と
を
指



6 

摘
で
き
る
。

次
に
『
萄
子
』
。

(

ロ

)

身
分
制
的
分
割
を
均
と
至
卒
の
前
提
と
す
る
『
萄
子
』
に
お
い
て
は
、

一商
と
買
の
例
が
か
な
り
多
く
見
ら
れ
、

一商
人
を
表

(

日

)

や
や
買
と
一
商
買
が
多
い
と
い
う
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
盗
賊
同
然
の
利
の
追
求

及
び
買
人
が
使
わ
れ
る
が
、

わ
す
言
葉
と
し
て
一商
・
賀

・
一商一賀
、

者
で
あ
る
と
一
商
人
の
本
質
を
表
現
し
た
「
頁
盗
の
勇
」
(
築
屠
篇
)
と
、

よ
り
行
一商
の
意
味
を
色
濃
く
帯
び
始
め
た
「
一
商
放
安
ん
ず
」
(
王
覇
篇
)

に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
衣
に
儒
家
の
影
響
が
強
い
と
さ
れ
る

『呂
氏
春
秋
』
で
は
、

」
の
一
両
放
と
い
う
言
葉
が

一
頭
の
牛
に
重
車
を
引
か

せ
て
遠
く
交
易
に
従
事
す
る
小
行
一
商
の
場
合
に
も
使
わ
れ
て
い
る
(
巻
一
九
翠
難
篇
〉
こ
と
と
、
身
分
制
的
に
買
を
用
い
る
こ
と
(
巻
二
六
上
農
篇

の
良
・
工
・
買
)
と
と
も
に
、
行
一商
的
一
意
味
を
含
み
つ
つ
も
一商
行
痛
を
行
買
と
表
現
し
て
い
る
例
(
上
農
篇
)
が
注
目
さ
れ
る
。

ま
た
法
家
の
書
『
韓
非
子
』
で
は
そ
れ
ほ
ど
例
が
多
い
わ
け
で
は
な
い
が
、

五
重
篇
の
一商
・

一商
人
以
下
‘

一商
・
買
・
一
両
一
貫
は
医
別
な
く
使
わ

(
M
)
 

れ
て
お
り
、

富
買

(
設
林
下
篇
〉
と
い
う
『
園
語
』
の
富
一商
に
割
腹
す
る
熟
語
が
あ
る
こ
と
と
、
本
来
的
に
客
H

異
邦
人
で
あ
る
行
一
商
人
を
客
一商

と
稽
し
て
い
る
こ
と
(
難
二
篇
)
を
特
筆
で
き
る
。
一
方
『
(両
君
書
』
で
は
一両
一
と
商
買
の
例
が
か
な
り
多
い
。

者
は
園
の
常
官
な
り
」
と
い
う
文
に
端
的
に
表
わ
れ
て
い
る
が
、
身
分
制
的
に
は
一商
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

去
強
篇
の
「
農
・
一
商
・
官
の
三

- 6 ー

『一商
君
書
』
の
身
分
制
は
、
君
主

を
頂
粘
'
と
し
、
そ
の
下
に
官
、
更
に
そ
の
下
に
農
一商
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
構
造
で
あ
る
。

一商
も
一
定
の
地
位
を
占
め
て
い
る
と
言
い
う
る
の
で

一
字
で
一
商
人
を
表
わ
す
時
は
ほ
と
ん
ど
一
商
を
用
い
、
そ
の
ほ
か
は
一
商
買
が
多
く

あ
る
が
、
同
時
に
抑
一商
の
傾
向
も
強
い
。

『
一
商
君
書
』
で
は

(
墾
令
篇
な
ど
)
、
商
人
を
使
う
こ
と
も
あ
る
(
墾
令
篇
)
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
孟
子
』
以
来
見
ら
れ
る
一
商
一
買
と
い
う
言
葉
は
、
右
の
如
き

多
く
の
用
例
を
見
れ
ば
、
決
し
て
一
商
と
賓
の
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
一
商
人

一
般
を
指
す
熟
語
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。

以
上
の
諸
書
と
『
白
虎
逼
』
引
用
の
『
易
』
『
論
語
』
『
向
書
』
を
通
観
す
る
と
、
地
域
毎
に
差
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
以
下
の
如
く
述
べ

る
こ
と
が
で
差
』る
。

一
商
民
に
由
来
す
る
一両一
は
買
よ
り
も
早
く
か
ら
商
人
を
指
す
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
、
庶
人
工
商
・
士
農
工
商
の
よ
う
に
身
分
制
的
に
は
喬
が
用



い
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

一
方
、
本
来
債
を
一
一
意
味
し
た
買
は
早
く
か
ら
監
の
意
味
を
も
ち
、

『
向
書
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
商
業
・
商
人

を
指
す
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
始
め
て
い
た
。

『
左
氏
惇
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
商
行
矯
そ
の
も
の
を
指
す
時
は
一
商
で
は
な
く
買
が
使
わ
れ
て

『
園
語
』
が
俸
え
る
よ
う
な
工
一
一
商
が
官
府
に
隷
属
し
た
時
代
、
ま
た
『
漢
書
』
巻
二
四
上
食
貨
志
上
か
ら
窺
わ
れ
る
よ
う
な
商

工
も
耕
地
を
有
し
た
時
代
、
即
ち
工
商
が
官
府
か
ら
も
農
か
ら
も
濁
立
分
化
し
て
い
な
い
時
代
か
ら
、
工
と
と
も
に
一
商
が
分
化
濁
立
し
始
め
る

時
代
に
な
る
と
、
未
分
化
の
時
代
以
来
の
、
且
つ
身
分
制
的
な
一
意
味
あ
い
の
濃
い
一
商
一
字
と
と
も
に
、
・
次
第
に
買
字
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

し
、
更
に
は
一
商
字
よ
り
も
贋
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
買
は
商
と
重
な
り
つ
つ
、
賀
買
・
一
商
行
信
用
全
般
、
商
人
全
般
を
指
す
に

至
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
来
源
を
異
に
す
る
一
商
一
と
買
が
早
く
か
ら
互
用
す
る
と
と
も
に
、
商
人
一
般
を
指
す
熟
語
で
あ
る
一
商
買
も
使
わ
れ
る
よ
う

い
た
。
正
に
、

に
な
っ
た
。
全
般
的
に
み
て
、

一商
字
と
買
字
は
行
商
と
坐
買
を
意
味
す
る
と
い
う
よ
う
に
匡
別
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
一
両
一
雄
・
客
一
商
の
よ
う

な
よ
り
行
一
商
の
一
意
味
あ
い
の
濃
い
使
わ
れ
方
が
一
両
字
に
つ
い
て
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
し
、
ま
た
買
字
の
方
で
も
行
一
商
を
意
味
す
る
も
の
と

L

さ
て
今
ま
で
の
検
討
に
は
『
管
子
』
を
残
し
て
き
た
。

〈

M
M
〉

も
戟
園
初
・
中
期
か
ら
前
漢
代
ま
で
と
贋
い
。
そ
れ
に
し
て
も
極
言
九
篇
か
ら
軽
重
一
九
篇
に
至
る
諸
篇
中
の
一
商
と
買
の
例
を
見
て
お
く
必
要

『
管
子
』
は
周
知
の
如
く
極
め
て
取
扱
い
の
難
し
い
書
物
で
あ
り
、
著
作
年
代
の
幅

- 7 ー

て
次
簡
で
述
べ
る
行
買
と
い
う
言
葉
を
生
み
出
す
の
で
あ
る
。

が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
極
め
て
重
要
な
経
済
・
財
政
上
の
主
張
を
含
む
か
ら
で
あ
る
。
軽
重
以
外
の
諸
篇
で
は
、
買
も
使
わ
れ
る
が
一
荷
が
多
く
、

ま
た
一
商
買
・
一
商
販
・
滋
一
商
・
一
商
人
な
ど
の
例
も
あ
る
。
最
も
古
い
と
さ
れ
る
鰹
言
中
の
乗
馬
篇
で
は
、
身
分
制
的
に
商
を
使
い
つ
つ
、
坐
買
的

な
市
中
の
商
と
と
も
に
市
外
か
ら
や
っ
て
く
る
買
の
存
在
も
見
ら
れ
、

ま
た
官
買
に
闘
す
る
記
述
は
『
園
語
』
の
「
工
商
は
官
に
食
む
」
と
同

様
の
事
態
を
博
え
な
が
ら
、
逆
に
官
買
で
な
い
買
が
多
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
朕
況
を
も
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。

(
M山
〉

こ
れ
に
劃
し
て
そ
の
成
立
が
前
漢
武
一一帝
期
に
下
る
と
さ
れ
る
軽
重
一
九
篇
は
明
瞭
な
特
異
性
を
示
す
。
一
高
字
は
単
濁
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
は

蓄
一
商
を
含
め
て
も
少
な
く
、

一
商
一
買
・
富
商
蓄
買
と
い
う
買
字
と
の
熟
語
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
極
め
て
特
徴
的
な
の
は
、
漢
代
文
献
に

7 

頻
出
す
る
富
一
商
大
買
を
富
一商
蓄
買
と
表
現
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
蓄
買
は
『
史
記
』

『
漢
書
』
で
は
『
漢
書
』
食
貨
志
下
に
管
仲
り
言
と
し
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て
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
も
『
管
子
』
の
引
用
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
こ
の
軽
重
諸
篇
に
の
み
見
ら
れ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

(

げ

)

籍
字
が
税
の
一
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
特
色
と
と
も
に
、
こ
の
用
語
の
特
異
性
は
軽
重
諸
篇
が

一
ま
と
ま
り
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
印

象
づ
け
る
の
で
あ
る
。
な
お
軽
重
全
践
で
は
費
、
と
り
わ
け
買
人
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ
し
て
軽
重
丁
篇
の
如
く
商
人

・
高
利
貸
に
直
接

的
課
税
を
し
、
農
民
を
利
そ
う
と
す
る
護
想
が
あ
る
こ
と
に
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。
要
す
る
に
『
管
子
』
は
か
な
り
古
い
時
代
の
内
容
を
も

つ
も
の
か
ら

漢
代
の
法
制
用
語
で
あ
る
買
人
(
後
述
)
を
多
用
す
る
漠
代
成
立
と
み
ら
れ
る
も
の
ま
で
を
含
む
書
物
で
あ
る
こ
と
を
、

こ
の

一商

・
買
字
の
検
討
に
よ
っ
て
も
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

漢
代
の
書
籍
と
し
て
は
『
准
南
子
』
と
『
瞳
銭
論
』
だ
け
に
慣
れ
て
お
く
。
武
一
帝
代
成
立
の
『
准
南
子
』
で
は
、
用
例
が
少
な
い
も
の
の
、

身
分
制
的
に
は
一
商
も
買
も
使
わ
れ
、
同
時
に
「
買
は
壊
を
去
ら
ず
」

(
径
一
五
丘
ハ
略
訓
)
の
如
く
賓
が
市
の
列
障
で
営
業
す
る
の
を
本
分
と
す
る

一
方
昭
一帝
一
始
元
六
年
(
前
八
一
〉
の
聾
銭
論
議
を
も
と
に
公
羊
同
学
者
桓
寛
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ

(

刊

日

)

た
『
盟
銭
論
』
で
は
、
思
想
的
に
も
財
政
翻
・
商
業
翻
の
上
で
も
鋭
く
樹
立
す
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、

大
夫
と
賢
良
文
暴
雨
者
の
用
法
に
大
き
な

よ
う
な
例
が
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

差
は
な
く
、

と
も
に
身
分
制
的
に
は
商
を
使
い

一
般
的
に
は
賀
も
使
う
が
一商
一
賓
が
多
い
の
で
あ
る
(
も
っ
と
も
桓
寛
に
よ
る
潤
色
の
結
果
か
も
知

- 8ー

れ
な
い
が
)
。

そ
し
て
復
古
篇
の
大
夫
の
言
中
に

「
負
荷
の
一
商
」
と
あ
る
、

か
つ
ぎ
歩
き
、

ふ
り
う
り
の
小
行
一商
人
も
ま
た
一両
一
と
表
現
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

ぎ
よ
う

E
う

な
お
本
稿
で
は
行
商
と
い
う
日
本
語
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
離
れ
る
た
め
に
も
、
行
商
と
い
う
言
葉
を
、

ら
下
は
一
車
を
引
く
も
の
、

更
に
は
右
の
か
つ
ぎ
歩
き
、

ふ
り
う
り
の
類
ま
で
を
も
含
め
て
使
い
た
い
。
上
は
多
く
の
舟
車
を
有
し
た
大
行
一
商
か

つ
ま
り
そ
の
よ
う
な
移
動
に
よ
っ
て

一商
行
震
を
行
う
者
全
般
と
、

そ
の
よ
う
な
一商
行
痛
を
指
す
タ
l
ム
と
す
る
の
で
あ
る
。

『史
記
』
『
漢
書
』
『
後
漢
書
』
の
一
商
と
買

ま
ず
司
馬
遁
『
史
記
』
か
ら
。一
商
業
・
一
商
一
人
に
最
も
関
係
あ
る
巻
三

O
卒
準
書
と
巻

一
二
九
貨
殖
列
停
で
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
卒
準
書
で



は
、
司
馬
遷
が
太
史
公
日
で
使
っ
た
停
統
的
観
念
に
基
く
身
分
制
的
用
法
と
し
て
の
一
商
を
除
き
、

商
人
一
般
を
一
商
買
・
買
人
と
し
、
そ
の
富
め

る
者
を
富
一両
大
賓
と
表
現
し
て
い
る
。
ま
た
第
四
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、
一
商
一
は
前
簡
で
規
定
し
た
如
き
行
一
商一
を
一
意
味
し
て
使
わ
れ
て
い
る
0

・次

に
貨
殖
列
停
で
は
、
身
分
制
的
使
用
や
一
商
業
一
般
を
指
す
時
に
若
干
商
が
使
わ
れ
る
が
、
ま
た
若
干
の
商
買
・
富
商
大
買
の
例
も
あ
る
が
、
概

し
て
行
一商
を
意
味
す
る
行
買
を
含
め
て
買
の
例
が
多
い
。
従
っ
て
貨
殖
列
停
で
は
商
人
・
一
商
業
全
般
に
買
が
使
わ
れ
て
い
る
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
但
し
賀
人
の
例
は
な
い
。

こ
れ
以
外
の
各
巻
の
用
例
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
一
商
買
の
例
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
し
か
し
「
巴
萄
の
民
或
い
は
痛
か
に
出
で
て
商
買
し
」

(
径
二
六
西
南
夷
列
俸
)
の
よ
う
に
動
詞
的
に
使
わ
れ
る
例
も
見
ら
れ
、

こ
の
貼
、

『
漢
書
』
巻
二
八
下
地
理
志
下
の
「
中
園
の
往
き
て
商
買

す
る
者
多
く
富
を
取
る
」

「一
商
寅
漁
硝
織
を
好
む
」
も
同
様
の
例
で
あ
る
。
ま
た
一
商
は
秦
以
前
の
絞
述
の
場
合
な
ど
に
ご
く
わ
ず
か
使
わ
れ
て
お

り

富
一
商
一
大
買
の
例
も
少
な
い
。

こ
れ
ら
を
除
く
大
多
数
が
買
・
買
人
で
あ
り

富
賓
の
例
も
あ
る
。

し
か
も
巻
一
一
八
准
南
衡
山
列
停
の
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「
重
装
の
富
買
、
天
下
を
周
流
す
」
や
、
長
安
と
萄
を
往
来
す
る
萄
の
買
人
(
西
南
夷
列
停
)
な
ど
、
買
・
買
人
が
明
ら
か
に
行
一
商
を
指
す
場
合

も
あ
る
の
で
あ
る
。
更
に
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
巻
一
五
、
六
園
年
表
、
秦
始
皇
帝
三
三
年
。
目
=
四
)
の
諦
成
の
記
事
、
及
び
卒
準
書
の
算

編
令
の
よ
う
に
、
詔
書
・
法
令
乃
至
そ
れ
を
踏
ま
え
た
も
の
に
買
人
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
法
制
上
の
商
人
を
指
す
用
語
は

買
人
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
レ
て
の
結
論
を
出
す
の
は
今
は
や
め
て
先
に
準
む
。

ま
た
巻
一
二
二
酷
吏
列
俸
の
「
湯
の
客
田
甲
、

買
人
と
難
も
賢
操
あ
り
、
:
:
:
ま
た
烈
士
の
風
あ
り
。
」
も
注
目
さ
れ
る
。

秦
以
来
斉
か
ら

開
中
に
徒
さ
れ
た
田
氏
は
こ
の
地
で
一商一
人
と
し
て
設
展
し
た
が
、
こ
の
田
甲
も
そ
の
一
人
で
あ
ろ
う
。
司
馬
遷
は
田
甲
は
一商
人
で
は
あ
る
が
士

人
の
風
が
あ
っ
た
と
述
べ
る
。

『園
語』

や

『萄
子
』
で
指
摘
さ
れ
た
、
あ
く
こ
と
な
き
利
益
追
求
者
と
い
う
本
質
を
も
っ
商
人
は
、
そ
れ
故

に
否
定
的
な
評
債
も
つ
き
ま
と
い
や
す
い
。
そ
の
よ
う
な
一商
人
一
般
に
比
較
し
て
、

田
甲
は
そ
の
士
風
を
特
筆
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ

ま
た
士
風
を
認
め
ら
れ
で
も
、
彼
が
一
商
人
で
あ
る
こ
と
に
は
繁
り
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
儒
服
を
着
た
儒

ば
、
た
と
え
富
人
で
あ
っ
て
も
、

9 

者
、
創
を
身
に
帯
び
官
吏
た
ら
ん
と
し
た
者
、
現
役
の
官
吏
、
地
域
に
大
き
な
影
響
力
を
及
ぼ
し
た
在
地
有
力
者
、
及
び
農
工
な
ど
と
は
異
な
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る
、
誰
が
見
て
も
一商
人
で
あ
る
と
わ
か
る
も
の
が
服
装
や
態
度
に
表
わ
れ
て
い
た
し
、

ま
た
そ
の
よ
う
な
形
で
人
々
は
自
他
を
匿
別
し
認
識
し

て
生
活
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
た
と
え
多
く
を
粂
業
し
て
い
る
に
せ
よ
、
主
た
る
生
業
が
何
で
あ
る
か
に
よ

っ
て
社
合
的

差
異
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
一商
人
を
蔑
-
戒
す
る
言
葉
と
し
て
買
竪
が
使
わ
れ
た
(
各
五
三
粛
相
園
世
家
)。

以
上

『
史
記
』
で
も
一商
H
行
一商
、
賀
H

坐
買
と
は
言
え
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
し
、
そ
の
用
例
に
は
明
瞭
な
傾
向
性
を
見
い
出
せ
る

の
で
あ
る
。

次
に
『
漢
書
』
。
百
巻
の
う
ち
八
表
と
天
文
志
に
班
固
の
妹
班
昭
の
手
が
入
っ
て
い
る
の
は
(
『
後
漢
書
』
巻
八
四
列
女
俸
)
、

百
官
公
卿
表
上
や

各
表
の
序
な
ど
は
既
に
出
来
て
い
た
が
、
表
の
部
分
な
ど
に
未
完
の
部
分
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
、

ほ
ぼ
全
巻
班
固
の
手
に
な
る
も
の

と
し
て
以
下
の
考
察
を
進
め
た
い
。

『
漢
書
』
に
お
い
て
は
一商
と
買
の
医
別
に
十
分
留
意
し
て

い
る
と
い
う
殻
測
が
立
て
ら
れ
で
も
不
思
議
は
な
い
。
し
か
し
そ
う
は
言
え
な
い
と
い
う
の
が
結
論
で
あ
る
。
と
は
言
え
、
そ
の
中
に
も
『
史

『
白
虎
通
』
の
撰
者
班
固
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、

『史
記
』
と
記
述
が
重
な
る
場
合
、

ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
『
史
記
』
の
文
を
踏
襲
し
て
い
て
一商
一
と
買
の
字
を
改
め
る
よ
う
な
例
は
見
ら
れ
な
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記
』
と
は
異
な
る
傾
向
も
あ
る
の
で
あ
る
。

L、。

『
史
記
』
に
限
ら
ず
、

班
固
が
合
理
的
だ
と
考
え
た
文
字
の
一
定
の
改
獲
が
あ
る
も
の
の
、
彼
は
概
し
て
依
援
し
た
原
資
料
を
あ
ま
り
改

め
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

全
鐙
と
し
て
、

土
農
工
と
併
記
さ
れ
る
身
分
制
的
用
法
に
は
一
商
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
一
商
人
・

一商
業
に
は

が
例
は
少
な
い
。

商
買
・
買
人
・
買
の
用
例
が
多
い
。
食
貨
志
上
の
「
今
法
律
一
一
商
人
を
賎
と
す
る
も
」
の
如
く
、

一
商
人
全
般
を
指
し
て
一
商
一
人
を
使
う
こ
と
も
あ
る

あ
き
江
い

一
方
賀
及
び
買
人
が
行
一商
を
指
し
て
い
る
例
は
『
史
記
』
同
様
か
な
り
あ
り
、
成
都
の
羅
哀
が
「
京
師
に
賀
し
た
」
(
各
九
一

貨
殖
博
)
の
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
ま
た
西
域
か
ら
の
一両
一
人
を
行
買
と
表
現
し
た
例
も
あ
る
(
巻
九
六
上
西
域
俸
上
)
。
法
制
上
の
用
語
は
買
人
が

多
い
が
次
節
で
ま
と
め
て
検
討
す
る
。
こ
の
ほ
か
『
漢
書
』
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
次
の
二
黙
で
あ
る
。

第
一
は
、
買
の
多
様
な
用
例
中
に
あ
っ
て
も
、

『
准
南
子
』
に
あ
っ
た
よ
う
な
、
市
で
の
営
業
者
を
よ
り
強
く
示
す
よ
う
な
用
例
が
巻
六
七

胡
建
俸
の
「
買
匡
」
や
巻
七
六
張
倣
俸
の
「
百
買
」
な
ど
に
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
復
古
に
よ
る
革
新
を
行
お
う
と
し
た
王
葬
代
で



の
用
例
で
あ
る
。
概
し
て
王
葬
代
の
商
人
の
記
述
に
は
商
が
用
い
ら
れ
る
が
、
食
貨
志
下
の

(
山
四
障
の
産
物
を
採
取
す
る
者
、
牧
畜
す
る
者
、
女
子
の
布
烏
や
衣
類
を
作
る
者
、
工
留
な
ど
諸
々
の
技
能
技
術
者
、
及
び
)
商
販
・
買
人
は
態
列
・
里

匡
・
謁
舎
(
の
ど
こ
に
)
坐
し
て
も
、
皆
各
自
ら
矯
す
所
を
そ
の
在
所
の
将
官
に
占
せ
よ
。

し
て
一
商
行
信
用
を
指
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

の
例
が
注
目
さ
れ
る
。
商
販
は
『
管
子
』
八
翻
篇
で
は
一
商
一
行
震
を
=
意
味
し
た
が
、
『
漢
霊
園
』
巻
九

O
酷
吏
・
予
賞
停
で
も
作
務
(
手
工
業
)
に
封

『
後
漢
書
』
で
は
、

「
常
に
一商
販
を
通
じ
」
(
巻
七
六
循
吏
・

孟
嘗
俸
)
の
よ
う
に
よ
り
行
一
商
の
意
味

が
濃
い
例
も
あ
る
が
、

(
巻
七
三
公
孫
瑠
惇
)
の
よ
う
に
商
行
魚
を
指
し
て
い
る
例
も
あ
り
、

や
は
り
漢
代
で
は
一
商
販
は
一
商
行
痛
を
一
意
味
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
も
の
と
思
う
。
従
っ
て
食
貨
志
下
の
一
商
一
販
も
同
様
の
意
味
で
あ
り
、
買
人
に

「
寵
愛
す
る
所
、

お
お
む
ね
一
商
販
の
庸
見
多
し
」

劃
す
る
行
一
一
商
を
特
に
意
味
し
な
い
。
そ
れ
故
、
買
人
が
後
述
の
如
く
専
業
商
人
を
指
す
法
制
上
の
用
語
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
と
は
別
の
贋
く

「一商
行
爵
を
行
う
者
」
と
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
法
令
そ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
王
葬
代
も
法
制
上
の
用
語
と
し
て
買
人
を
用
い
た
と
し
て

(
川
口
〉

不
財
は
回
を
沓
す
」
の
場
合
は
、
や
や
坐
寅
的
一
意
味
あ
い
が

よ
い
で
あ
ろ
う
。
但
し
始
建
園
二
年
規
矩
獣
帯
鏡
銘
の
「
買
人
は
市
を
事
と
し
、

-11ー

濃
い
が
、
市
を
「
あ
き
な
い

・
う
り
か
い
」
と
す
れ
ば
や
は
り
一
商
人
一
般
を
指
し
て
い
る
例
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

『
漢
書
』
の
傾
向
と
異
な
ら
ず
、
商
一
買
が
最
も
多
く
、
・
次
い
で
買

・
買
人
が
多
い
。
そ
の
よ
う
な

次
の
『
後
漢
書
』
も
基
本
的
に
『
史
記
』

中
に
あ
っ
て
、

一商一
腹
に
比
べ
て
よ
り
行
一商
の
意
味
が
強
い
買
販
が
あ
り
(
各
四
三
朱
障
停
な
ど
)
、
中
園
人
で
外
園
貿
易
に
従
っ
て
い
る
者
を
賓
客

と
稽
し
(
巻
八
九
南
旬
奴
惇
な
ど
〉
、
逆
に
西
域
か
ら
の
胡
人
一商
人
に
つ
い
て
は
買
胡
〈
巻
二
四
馬
援
停
な
ど
〉
と
い
う
言
葉
が
定
着
し
、
行
商
を
指

す
行
買
に
代
っ
て
行
旗
(
巻
七
六
循
吏
・
孟
嘗
俸
な
ど
)
が
使
わ
れ
、
唯
一
の
一
商
一
人
の
例
は
行
一
商
の
一
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
(
循
吏
・
王
漁
俸
)
こ

と
な
ど
を
指
摘
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
三
史
を
通
覧
し
た
時
、
そ
の
用
法
に
そ
れ
ぞ
れ
特
色
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
商
人
・
一
商
業
を
指
す
場
合
、

多
く
一
商
一
買
・
買
人
・

買
が
用
い
ら
れ
、

一
両
日
行
商
一
、
買
リ
坐
貰
と
い
う
匿
別
は
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、

『
白
虎
逼
』
の
質
問
者
が
こ
の
匡
別
を
疑
問
と

II 

し
た
の
は
嘗
然
で
あ
っ
た
。
ま
し
て
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
漢
代
法
制
用
語
で
は
買
人
を
用
い
て
い
る
と
レ
う
現
貫
に
立
っ
た
時
、
質
問
者
の
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疑
問
は
漢
制
と
の
矛
盾
と
い
う
形
で

一
層
強
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

法
制
上
の
用
語

ま
ず
秦
代
の
法
制
上
の
一
商
人
・

一商
業
を
表
わ
す
用
語
を
雲
夢
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
結
論
的
に
言
っ
て
、

(
却
〉

賓
が
使
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
債
直
を
意
味
す
る
時
に
多
く
賓
が
使
わ
れ
て
い
る
。
買
の
例
の
み
を
次
に
翠
げ
た
い
。

あ
き
は
い

秦
律
十
八
種
金
布
律
に
「
賀
市
居
列
者
」
と
あ
り
(
一
三
五
簡
。
五
七
頁
。
H
五
三
頁)、

「買
市
し
、
列
に
居
る
者
」
か
、

あ
さ
は
い

居
る
者
」
か
、
ま
た
「
買
、
市
し
て
列
に
居
る
者
」
か
、

(

幻

)

が
、
他
の
例
も
参
照
し
て
最
初
の
讃
み
を
と
る
。

そ
れ
に
は

あ
き
は
い

「
市
に
買
し
、
列
に

あ
る
い
は
「
買
居
市
列
者
」
(
「
買
の
市
列
に
居
る
者
」
〉

の
誤
り
な
の
か
問
題
が
あ
る

ま
た
秦
律
十
八
種
司
空
律
に
「
作
務
及
び
買
に
し
て
責
(
債
)
を
負
う
者
は
代
る
を
得
ず
」

と
あ
り
(
二

O
O
二
O
七
関
。
八
四
・
八
五
頁
。
H
六
七
六
九
頁
〉
、

手
工
業
者
た
る
作
務
に
封
し
て
一
商
人
を
賓
と
し
て
い
る
。

な
お
漢
代
の
用

- 12ー

例
も
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
秦
漢
時
代
、
こ
の
作
務
・
作
は
、
職
務
的

・
職
能
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
工

・
工
人
に
劃
し
て
、
法
制
上
・
身
分
制

的
に
手
工
業
(
者
)

を
指
し
た
言
葉
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
法
律
答
聞
に
「
客
未
だ
吏
に
布
さ
ざ
る
に
(
嘗
地
の
商
人
な
ど
と
)

輿
に
賀
す
れ
ば
、
貸

一
甲
と
す
」
(
五
五
四
倒
。
二
三

0
・
一
二
三
頁
。
H
一
七
四
頁
)
と
あ
る
の
は
一
商
行
震
を
指
し
た
例
で
あ
る
。

な
お
篤
吏
之
道
の
中
の
説
戸
律
及
び
貌
奔
命
律
中
の
「
毘
門
逆
呂
」
「
医
門
逆
関
」
(
六
九
四
簡
五
段
|
七
O
六
簡
五
段
。
二
九
二
二
九
四
頁。

H

二
O
八
|一

一一

O
頁
)
の
医
(
俵

E
m〉
は
買
の
二
王
国
の
う
ち
債
直
の
一
意
一
の
カ

(
E
m
)
と
は
昔
で
割
腹
す
る
が
、

買
の
普
通
と
は
し
難
い
。
戸
律
の
文
の
前
後
関
係
を
見
る
と
、

コ

(
E
m
)
と
は
針
醸
せ
ず
、

「
賛
塔
後
父
」
が
「
人
の
孤
寡
に
入
り
、
人
の
婦
女
を
徴
む
」
に
割
腹
し
て
い

る
以
上

「
偲
門
逆
波
」
は
「
邑
を
棄
て
埜
に
居
る
」
と
割
腹
す
る
筈
で
あ
る
。

「
門
を
逆
放
に
偲
り
る
」
と
は
謹
み
難
く
、
偲
門
と
逆
放
と

(

幻

)

い
う
こ
つ
の
名
詞
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
は
他
家
あ
る
い
は
邑
外
の
山
野
等
居
住
者
と
、
族
館
を
ね
ぐ
ら
と
す
る
遊
民
と
を
指
す
も
の
と

思
わ
れ
る
。

く
り
返
す
が
、
秦
代
の
法
律
上
の
商
人

・
商
業
を
指
す
用
語
は
買
で
あ
り
、
債
直
の
場
合
に
は
官
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
す
る
こ
と
が
で
き



る
。
こ
の
勲
、

『
一
商
君
書
』
で
は
秦
の
法
律
用
語
た
る
買
よ
り
も
一
商一

・
商
買
を
使
っ
て
お
り
、

た
と
え
色
濃
く
首
一
該
時
代
の
諸
制
度
を
反
映
し

た
書
物
で
あ
る
に
せ
よ
、

一
つ
の
主
張
を
も
っ
思
想
の
書
は
必
ず
し
も
現
貧
政
治
と
は
ス
ト
レ
ー
ト
に
結
び
つ
か
な
い
の
で
あ
る
。

思1>，.-、っ

肩ぎた
とと
開推
係測
ヵ: さ
あれ
るる
カミ 。
も
知
れ
な
し、

と
こ
ろ
で
前
述
の
如
く
始
皇
一
帝
三
三
年
の
請
成
に
は
買
人
が
使
わ
れ
て
お
り
、
一
商
人
を
指
す
場
合
、
寅
一
字
よ
り
も
責
人
を
使
う
よ
う
に
な

こ
れ
は
あ
る
い
は
秦
王
政
二

O
年
(
前
二
二
七
)
乃
至
そ
の
直
前
頃
に
行
わ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
法
制
・
官
制
の
改
編

つ
ま
り
一
商
鞍
以
来
の
秦
律
に
一
定
の
改
編
整
備
が
加
え
ら
れ
た
時
、

商
一
人
を
指
す
用
語
と
し
て
買
人
が

選
ば
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

漢
代
に
入
る
と
事
情
は
よ
り
明
瞭
で
あ
る
。
ま
ず
『
史
記
』
卒
準
書
に
「
高
祖
乃
ち
買
人
を
し
て
称
を
衣
、
(
馬
)
車
に
乗
る
を
得
ざ
ら
し

む
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
『
漢
書
』
巻
一
下
高
一
帝
紀
八
年
(
前
一
九
九
)
の
「
買
人
は
錦
繍
締
穀
締
貯
厨
を
衣
、
丘
ハ
を
操
り
、
騎
と
馬
(
車
)
に
乗

る
を
得
る
母
れ
」
と
同
じ
で
あ
り
、
詔
令
の
簡
略
文
で
あ
る
。
ま
た
『
漢
書
』
巻
四
九
電
錯
俸
の
買
人
は
始
皇
三
三
年
の
諦
成
と
同
内
容
の
も

の
を
惇
え
て
お
り
、
錯
は
秦
の
詔
令
を
踏
ま
え
た
筈
で
あ
る
。
但
し
こ
の
買
人
は
具
陸
的
に
は
有
市
籍
と
い
う
限
定
が
つ
く
も
の
で
あ
り
、
こ
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の
勲
、
同
巻
七
二
貢
福
岡
俸
の
「
孝
文
皇
一
一
帝
の
時
、
:
:
:
買
人
・
費
堵
及
び
吏
の
掘
に
坐
す
る
者
は
皆
禁
鋼
し
、
吏
と
震
る
を
得
ず
L

も
同
様
で

あ
る
。

ま
た
巻
一
一
京
一
帝
紀
緩
和
二
年
(
前
七
〉
の
限
田
奴
稗
策
の

「
買
人
は
皆
田
に
名
づ
け
、
吏
と
漏
る
を
得
ず
。
犯
す
者
は
律
を
以
っ
て

論
ず
」
は
詔
令
中
の
例
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
場
合
は
、
儒
皐
の
影
響
が
極
め
て
濃
く
な
っ
た
前
漢
末
で
あ
り
、
先
の
王
葬
代
の
買
人
と
同
様
の

専
業
一
商
人
全
般
を
指
し
て
い
る
と
み
ら
れ
、
武
一
帝
一
代
の
算
絹
令
で
は
有
市
籍
の
買
人
と
そ
の
家
族
が
新
た
に
土
地
を
所
有
し
て
農
民
と
な
り
算

絹
令
か
ら
逃
れ
る
こ
と
を
禁
止
し
た
〈
衣
節
)
の
に
封
し
、

専
業
一
商
人
全
般
に
土
地
所
有
そ
の
も
の
を
禁
止
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
官

(

M

)
 

た
り
う
る
者
が
豪
族
H

知
識
人
と
な
り
、
商
の
地
位
が
低
下
し
た
、
ま
た
次
に
述
べ
る
二
業
の
禁
が
強
く
=
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
朕

況
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。

っ
か

後
漢
初
年
、
桓
諌
は
「
是
を
以
っ
て
先
一
帝
、
人
に
二
業
を
諮
問
じ
、
一
商
一
買
を
鋼
し
て
、
富
え
て
吏
と
帰
る
を
得
ざ
ら
し
む
」
(
『後
漢
書』

巻
二
八

13 

上
本
俸
)
と
述
べ
て
い
る
。
『
後
漢
書
』
の
上
奏
文
で
は
こ
れ
以
外
の
箇
所
で
も
商
買
を
用
い
て
い
る
が
、
李
賢
註
引
『
東
観
漢
記
』
で
は
こ
の
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二
業
の
禁
の
部
分
を
歓
く
も
の
の
一
商
人
を
批
判
す
る
ほ
ぼ
同
文
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
買
人
を
用
い
て
い
る
。
劉
宋

・
沼
嘩
『
後
漢
書
』
の
原
史

料
の
多
く
は

『
東
観
漢
記
』
に
負
っ
て
い
る
と
い
う
雨
者
の
史
料
的
性
格
を
踏
ま
え
る
と
、
桓
語
上
奏
の
原
文
で
は
嘗
時
の
法
制
用
語
た
る
賀

人
を
用
い
て
い
た
が
、
活
嘩
が
そ
れ
を
一
商
買
に
改
め
た
と
い
う
可
能
性
が
生
ず
る
。
そ
し
て
こ
の
「
先
一
帝
」
を
李
賢
註
で
は
高
祖
と
す
る
が
、

具
鰻
的
に
は
京
一
帝
を
指
し
、
右
の
哀
一
帝
紀
の
詔
令
を
二
業
の
禁
と
し
て
と
ら
え
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
『
後
漢
書
』
巻
八

O
上、

文

苑

・
糞
香
停
の

延
卒
元
年
(
一

O
六
)

親
郡
太
守
に
遷
る
。

郡
嘗
-
一
内
外
の
園
田
あ
り

常
に
人
に
輿
え
て
分
種
せ
し
め、

穀
を
牧
め
る
こ
と
歳
に
数
千

以角ヰ
'っ
て香
人日
にく
賦わ
か=司

ち田
メト、
TJ 

課
し商
てう
耕者
種は
せ農
しρせ
む己ず

王
制

仕
え

る
者
t主
耕
さ
ず

伐
泳
食
践
の
人
、
百
姓
と
利
を
争
わ
ず
。
』
と
。

乃
ち
悉
く

と
あ
る
回
令
を
問
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
王
制
は
『
躍
記
』
王
制
篇
で
あ
り
、
伐
泳
は

『
躍
記
』
大
同
学
篇
を
踏
ま
え
て
い
る
。
問

わ
り
、
右
の
桓
諌
は
官
一商
の
粂
業
禁
止
を
述
べ
て
い
る
が

『
後
漢
書
』
巻
三
九
劉
般
俸
に
は
「
是
の
時
、
令
を
下
し
て
民
に
二
業
を
禁
ず
」

- 14ー

題
は
こ
の
王
制
と
割
に
な
っ
て
い
る
漢
代
の
田
令
の
原
文
に
、
果
し
て
「
一
両
者
」
が
使
わ
れ
て
い
た
か
否
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
二
業
の
禁
に
開

と
あ
り
、
明
帝
永
卒

一
七
(
七
四
)
・
一
八
年
頃
の
詔
令
の
存
在
と
、
有
国
者
が
漁
捕
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
い
う
そ
の
適
用
の
ゆ
き
す
ぎ
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
明
一
帝一
の
詔
令
の
主
眼
貼
が
農
一
商
一
の
粂
業
の
禁
止
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
官
一
商
一
・
農

一
両
の
粂
業
禁
止
は
湖
れ
ば
直
接
的
に
は
先
の
哀
一
帝
一
紀
の
限
田
奴
稗
策
の
詔
令
に
ゆ
き
つ
く
。
従
っ
て
田
令
の
原
文
に
は
、
本
来

「
買
人
は
皆
回

に
名
づ
く
る
を
得
ず
」
と
あ
っ
た
が
、
古
典
呑
は
そ
れ
を
王
制
の
要
約
文
と
割
に
し
て
「
商
一
者
不
農
」
と
要
約
し
て
表
現
し
た
も
の
と
思
う
。

(

町

四

)

ま
た

『綾
漢
書
』
輿
服
志
上
の
車
制
に
は
「
買
人
は
馬
車
に
乗
る
を
得
ず
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
高
祖
時
代
に
禁
止
さ
れ
、
そ
の
後
恐
ら
く

は
恵
一帝一

・
高
后
代
に
そ
れ
が
罷
め
ら
れ
た
が
、
少
な
く
と
も
後
漢
代
に
は
ま
た
買
人
の
馬
車
乗
用
が
禁
止
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

あ
き
さ
は
俗
だ

こ
れ
と
、
同
興
服
志
下
の
公
主
以
下
嫁
喪
服
色
規
定
の
「
買
人
は
網
・
標
の
み
と
す
」
は
、
瞳
制
に
関
わ
る
も
の
の
、
後
代
の
服
制
令
等
を
参

照
す
れ
ば
、
律
令
文
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
こ
れ
ま
た
法
制
上
の
一
商
人
の
稽
呼
は
買
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
誼
す



る
以
よ
の
諸
例
の
み
な
ら
ず
、
明
確
に
「
漢
律
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
『
漢
書
』
巻
二
恵
一
帝
一
紀
六
年
(
前
一
八
九
)

の
女
子
不
嬢
五
算
の
僚
の
後
漢
末
庭
訪
の
註
で
あ
る
。

膳
訪
日
く
、
:
:
:
漢
律
『
人
ご
と
に
一
算
を
出
だ
し
、

算
ご
と
に
百
二
十
鐘
と
す
。

唯
だ
買
人
と
奴
縛
と
は
倍
算
と
す
。
』
今
五
算
た
ら

L
む
る
は
之
を
罪
請
す
る
な
り
。

こ
の
漢
律
が
後
漢
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
動
か
な
い
に
し
て
も
、
更
に
前
漢
代
ま
で
朔
り
う
る
か
否
か
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
こ
で
庭
訪
は
こ

の
倍
算
を
女
子
不
嫁
五
算
と
同
様
、
い
わ
ゆ
る
罰
算
と
解
し
て
い
る
。
部
分
的
に
せ
よ
奴
稗
解
放
を
そ
の
草
創
期
に
行
っ
た
後
漢
王
朝
に
と
っ

て
は
奴
牌
も
人
聞
で
あ
る
こ
と
に
襲
り
は
な
か
っ
た
が
、
同
時
に
彼
等
は
そ
の
人
聞
の
本
分
を
離
れ
て
、
い
わ
ば
人
聞
で
あ
る
こ
と
に
最
大
の

債
値
が
あ
る
物
叶と
し
て
私
大
に
私
的
に
従
属
し
て
公
的
世
界
か
ら
離
脱
し
た
存
在
と
も
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
後
漢
は
二
業
を
禁
じ
、
本

農
を
旨
左
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
末
作
に
従
う
一
商
一
人
も
ま
た
人
と
し
て
の
本
分
か
ら
離
れ
た
存
在
で
あ
る
。
こ
こ
に
人
と
し
て
の
本
分
か
ら
離

れ
た
奴
稗
と
一
商
一
人
を
倍
算
と
す
る
理
由
が
あ
る
。
従
っ
て
奴
蝉
は
物
と

L
て
二
倍
に
許
債
さ
れ
た
の
で
は
な
い
し
、
奴
の
み
な
ら
ず
牌
も
同
様

- 15ー

に
罰
算
の
針
象
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
商
一
人
の
場
合
は
、
市
中
の
坐
買
は
と
も
か
く
と
し
て
、
多
く

の
一
商
一
人
が
移
動
に
よ
る
商
行
震
を
不
可
避
と
し
、

日
常
的
算
役
徴
牧
に
支
障
が
あ
っ
た
た
め
に
通
常
の
倍
に

L
た
と
い
う
現
貫
的
理
由
も
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
『
周
躍
』
天
宮
家
宰
「
九
賦
」
の
鄭
玄
註
に
「
(
関
市
・
山
津
・
幣
徐
は
〉
皆
末
作
、
嘗
に
賦
を
増
す
べ
き
者
で
、
今
の
買
人

倍
算
の
若
し
」
と
あ
る
の
は
右
の
律
文
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
鄭
玄
は
九
賦
を
銭
納
の
人
頭
税
と
理
解
し
て
お
り
、
七
の
開
市
の
賦
以
下

は
末
作
者
の
人
頭
税
で
あ
り
、
今
(
後
漢
)
の
一
商
人
同
様
賦
を
増
す
べ
き
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
漢
代
の
法
制
上
の
商
人
を
表
わ
す
タ
I
ム
は
秦
の
買
・
買
人
を
受
け
て
、
買
人
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
え
た
も
の
と

考
え
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
よ
う
や
く
卒
準
書
の
算
編
令
中
の
一
商
と
買
人
の
考
察
が
可
能
に
な
っ
た
。
次
節
で
そ
の
検
討
を
行
い
た
い
。

15 
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四

算
絹
令
の
一商
と
買
人

『
史
記
』
卒
準
書
中
の
算
稽
令
の
記
事
を
次
に
引
用
す
る
。

制
是
に
於
い
て
公
卿
言
え
ら
く
。

ω郡
園
頗
る
畜
害
を
被
り
、
貧
民
の
産
業
無
き
者
は
、
募
り
て
贋
龍
の
地
に
徒
す
。
陛
下
膳
を
損
じ
、

ま
す
ま
す

喬
賓
滋
衆
し
。
貧
者
は

用
を
省
き
、
禁
措
践
を
出
だ
し
て
以
っ
て
元
元
を
振
わ
し
、
貸
賦
を
寛
く
す
。
而
る
に
民
間
円
し
く
南
畝
に
出
で
ず
、

畜
積
有
る
こ
と
な
く
、
皆
鯨
官
に
仰
ぐ
。

ω呉
時
、
昭
車
と
買
人
の
縄
銭
と
に
算
(
算
)
す
る
こ
と
、
皆
差
あ
り
き
。

た
く
わ

す
る
こ
と
故
の
如
く
せ
ん
。
同
諸
の
賀
人
と
、
末
作

・
貰
貸
し
、
買
い
て
邑
に
居
き
、
諸
物
を
稽
え
、
及
び
商
し
て
以
っ
て
利
を
取
る
者

と
は
、
市
籍
無
し
と
難
も
、

ω諸
の
作
に
し
て
租
あ
る
も

ゆ
請
う
ら
く
は
算

各

其
の
物
を
以
っ
て
自
ら
占
せ
し
め
、

率
絹
銭
二
千
に
し
て
一
算
と
す
。

の
、
及
び
祭
る
も
の
は
、
率
絹
銭
四
千
に
し
て
一
算
と
す
。
閣
吏
比
者
と
三
老
と
北
遠
の
騎
士
に
非
ざ
る
も
の
の
輯
車
は
以
っ
て
一
算
と

- 16ー

し
、
一
商
す
る
も
の
と
買
人
の
昭
車
は
二
算
と
し
、
船
は
五
丈
以
上
を
一
算
と
す
。

ω匿
し
て
自
ら
占
せ
ざ
る
も
の
と
、
占
し
て
悉
さ
ざ
る

あ
た

も
の
と
は
、
溢
に
成
す
る
こ
と
一
歳
と
し
、
絹
銭
を
混
入
す
。

ω能
く
告
ぐ
る
者
有
れ
ば
、
其
の
牢
を
以
っ
て
之
に
昇
う
。

ω買
人
の
市

籍
有
る
者
、

(

幻

〉

混
入
す
。

及
び
其
の
家
腐
は
、
皆
籍
し
て
田
に
名
づ
け
、
以
っ
て
農
を
便
と
す
る
を
得
る
無
か
れ
。

ω敢
え
て
令
を
犯
さ
ば
、

田
憧
を

こ
の
令
は
財
産
税
、
一
商
人
が
受
け
た
身
分
的
制
約
、
市
籍
な
ど
の
解
明
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
史
料
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
多
く
の
研

(

お

〉

究
が
あ
り
、
と
り
わ
け
卒
中
苓
次
氏
は
こ
れ
に
射
し
て
逐
一
詳
細
な
考
察
を
加
え
た
。
し
か
し
卒
中
氏
も
一商
と
買
人
に
つ
い
て
は
序
引
用
の
加

藤
繁
氏
の
読
に
従
っ
て
い
る
。
改
め
て
こ
の
一
商
と
買
人
の
区
別
を
考
察
し
、
更
に
行
論
に
必
要
な
範
圏
内
で
算
絹
令
そ
の
も
の
の
解
揮
を
行
っ

て
お
き
た
い
。
な
お
既
に
拙
稿
「
中
園
古
代
の
一
商
人
と
市
籍
」
で
述
べ
た
こ
と
は
繁
を
避
け
燭
れ
な
い
。

こ
の
令
は
公
卿
の
上
奏
の
形
を
と
っ
て
い
る
が
、
卒
準
書
の
こ
れ
以
降
の
記
述
を
見
て
も
、
そ
れ
が
寅
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
問
題

(
m
U
〉

が
な
い
。
卒
準
書
に
は
原
詔
令
を
も
と
に
し
た
と
み
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
提
案
段
階
の
も
の
で
は
な
く
、
原
詔
令
を
も
と
に
し
た



も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
原
詔
令
は
、

丞
相
(
李
)
禁
・
御
史
大
夫
〈
張
〉
湯
言
、

憧
。
』
」
制
日
可
。

「
制
日

(

初

)

『
:
:
:
』
謹
輿
大
農
令
(
顔
)
異
等
議
日
、

『
郡
園
頗
被
富
害
、
:
:
:
敢
犯
令
混
入
国

と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

さ
て
前
節
ま
で
述
べ
た
所
に
よ
れ
ば
、
(
商
買
は
決
し
て
一
商
と
買
の
二
つ
を
指
す
も
の
で
は
な
く
、
商
人
一
般
、
あ
る
い
は
一
商
行
震
を
指
す
熟

語
で
あ
っ
た
し
、
漢
代
の
法
制
上
の
商
人
を
指
す
用
語
は
買
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
卒
準
書
で
は
商
人
一
般
を
商
買
・
買
人
と
稽
す
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。
従
っ
て
こ
の
算
絹
令
中
の
、
法
案
提
出
の
前
提
諸
紋
況
を
述
べ
た
伽
部
分
に
あ
る
一
商
一
買
も
商
人
一
般
を
指
し
た
も
の
と
考
え
て
よ

ぃ
。
そ
し
て
高
粗
時
代
の
法
令
を
踏
ま
え
た

ωと
、
提
案
さ
れ
た
法
令
で
あ
る
同
以
下
で
は
、
確
か
に
法
制
用
語
で
あ
る
責
人
を
用
い
て
い
る

の
で
あ
る
。
問
題
は
附
と
閣
に
あ
る
一
商
で
あ
る
。
こ
の
一
商
一
は
、
同
じ
卒
準
書
で
は
卜
式
の
言
中
に
「
船
に
算
あ
っ
て
一
商
者
少
な
し
」
と
あ
り
、

ま
た
『
漢
書
』
巻
六
武
一
帝
紀
元
光
六
年
〈
前
一
一
一
九
)
の
「
商
車
に
算
す
」
や
、

前
述
の
『
聾
鎮
論
』
の
「
負
荷
の
一
商
」
、

ま
た
時
代
は
降
る
が

- 17ー

鷹
劫
『
風
俗
遁
』
巻
九
怪
神
「
飽
君
紳
」
の
「
一
商
車
十
徐
乗
」
な
ど
を
見
る
と
、
上
は
数
十
か
ら
数
百
の
車
や
多
く
の
舟
を
用
い
た
大
行
一
商
一
か

ら
、
下
は
一
車
、
あ
る
い
は
ふ
り
う
り
の
類
ま
で
も
含
め
た
移
動
に
よ
る
一
商
行
矯
及
び
そ
れ
を
行
う
人
を
指
し
て
お
り
、
大
小
、
専
業
で
あ
る

か
否
か
を
問
わ
な
い
行
一
商
一
を
一
意
味
し
て
い
る
。
但
し
こ
の
意
味
で
商
一
字
を
使
う
例
は
こ
こ
に
奉
げ
た
も
の
く
ら
い
で
ご
く
少
な
い
こ
と
も
確

認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
こ
れ
ら
の
例
に
よ
り
、
専
業
商
一
人
た
る
買
人
が
行
商
し
た
場
合
は
、
そ
の
行
鶏
乃
至
そ
の
人
を

商
と
も
呼
ん
だ
し
、
ま
た
専
業
で
な
い
者
の
行
一
商
行
痛
を
も
商
と
呼
ん
だ
と
押
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
用
法
を
踏
ま
え

て
算
編
令
で
も
扇
が
使
わ
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
買
人
が
坐
買
・
行
商
に
拘
わ
ら
ず
専
業
の
一
商
人
を
指
す
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
倒
閣
の

商
は
具
睦
的
に
は
専
業
以
外
の
者
に
よ
る
行
商
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
法
令
が
制
定
さ
れ
る
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
必
要
と
す
る
諸
朕
況
が
あ
る
。
今
こ
こ
で
嘗
時
の
商
業
の
寅
態
論
に
踏
み
こ

17 

む
徐
裕
は
な
い
が
、
私
は
こ
の
算
絹
令
は
専
業
の
商
工
業
だ
け
を
封
象
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
前
漢
初
期
の
江
陵
鯨
を
中
心
と
し
た
一
商
業
に
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(

紅

)

見
ら
れ
た
よ
う
な

大
家
か
ら
貧
民
に
至
る
ま
で
の
各
層
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
多
様
な
一
商
業
活
動
を
も
封
象
と
し
た
も
の
と
考
え
る
。

そ
れ

故
、
専
業
の
商
人
の
み
な
ら
ず
、
末
作
か
ら
一
商
に
至
る
ま
で
の
一
商
行
震
に
よ
っ
て
利
を
得
た
者
も
、

た
と
え
営
業
登
録
を
し
て
い
な
く
て
も
そ

の
営
業
資
産
を
申
告
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
な
お
専
業
の
一
商
人
以
外
で
市
で
の
営
業
登
録
を
し
た
者
の
例
は
『
漢
書
』
巻
八
六
何
武
俸
の
武
の
弟

額
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
二
業
の
禁
が
巌
し
く
な
る
時
代
以
前
は
、
社
曾
的
に
非
難
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
そ
れ
が
可
能
で
あ
っ

一
方
専
業
の
一
商
人
は
行
商
・
坐
買
を
問
わ
ず
ほ
と
ん
ど
営
業
登
録
を
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
行
一
商
の
場
合
、
も
し
営
業

登
録
を
し
て
い
な
け
れ
ば
、
行
一
一
商
の
た
め
に
豚
か
ら
パ
ス
ポ
ー
ト
を
護
給
し
て
も
ら
う
に
も
支
障
が
生
じ
た
で
あ
ろ
う
し
、
前
引
法
律
答
聞
に

た
の
で
あ
る
。

見
ら
れ
た
よ
う
な
放
先
で
商
取
引
を
行
う
前
の
吏
に
よ
る
チ
ェ

γ
ク
の
際
に
も
支
障
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
劃
し
て
里
居
の
富
人
が
行

う
高
利
貸
な
ど
の
場
合
は
登
録
し
な
い
者
が
多
く
、
把
握
し
難
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
算
編
令
は
こ
の
よ
う
な
者
を
も
封
象
と
し
た

の
で
あ
る
。
こ
の
勲
、
前
引
『
管
子
』
軽
重
丁
篇
の
主
張
と
合
致
す
る
こ
と
を
注
意
し
た
い
。

従
っ
て
現
在
の
専
業
商
人
に
つ
い
て
は
改
め
て
「
有
市
籍
者
」
で
あ
る
か
否
か
を
記
載
す
る
必
要
が
な
い
の
で
あ
る
が
、

ωで
買
人
の
う
ち

- 18ー

「
登
録
し
て
土
地
を
所
有
し
、
農
民
と
な
る
こ
と
の
方
を
使
と
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
」
の
は
、
本

貫
地
の
戸
籍
を
失
っ
て
市
籍
上
に
「
市
居
住
」
と
註
記
さ
れ
た
者
を
特
に
指
し
た
、
と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
あ
る
。
こ
の
私
見
を
堀
敏
一
氏

(
閉
山
〉

は
「
寅
註
さ
れ
て
い
な
い
と
思
う
」
と
批
判
し
て
い
る
。
確
か
に
私
見
の
賞
謹
は
将
来
の
新
出
史
料
に
待
つ
所
が
大
き
い
が
、
七
科
請
に
よ
っ

い
く
ら
専
業
商
人
以
外
の
登
録
者
が
あ
っ
た
に
し
て
も
一
商
業
の
壊

の
「
有
市
籍
者
」
と
い
う
限
定
を
附
し
て

て
現
在
営
業
登
録
を
し
て
い
る
専
業
一
商
人
を
全
園
的
に
徴
鼓
し
た
な
ら
ば
、

滅
的
な
打
撃
と
な
っ
た
筈
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
行
い
え
た
で
あ
ろ
う
か
と
反
問
で
き
よ
う
。
更
に
最
近
で
は
陶
文
や
漆
器
銘
文
の
増

(

お

〉

加
に
よ
っ
て
市
外
の
里
に
居
住
す
る
多
く
の
自
由
工
人
の
例
も
知
ら
れ
て
お
り
、
専
業
商
人
で
も
市
外
の
里
に
住
む
者
が
か
な
り
い
た
も
の
と

(

鈍

)

思
う
。

一
般
的
に
、
里
居
住
の
者
は
郷
戸
籍
に
つ
け
ら
れ
、
鯨
ー
郷
l
里
と
い
う
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
、

一
方
、
市
は
長
安
等
の
大
市

の
場
合
は
鯨
の
令

・
長
と
同
格
の
市
令

・
長
の
下
に
、
ま
た
多
く
の
豚
城
中
の
市
の
場
合
は
、
豚
直
属
の
市
吏
あ
る
い
は
市
官
と
稽
さ
れ
る
市

(
お
)

捨
首
官
が
あ
り
、
市
擦
や
市
畜
夫
が
そ
の
長
で
、
市
籍
を
管
理
し
、
そ
の
下
で
列
爆
の
一
商
工
等
は
把
撞
さ
れ
、
列
長
乃
至
伍
長
も
置
か
れ
た
。



市
官
は
市
籍
に
よ
っ
て
一
商
工
等
を
把
握
し
、
申
告
納
税
さ
せ
る
と
と
も
に
、

「
市
居
住
」
の
者
も
把
握
し
た
の
で
あ
る
。
彼
等

「
市
居
住
」
者

は
市
籍
に
し
か
名
が
載
っ
て
お
ら
ず
、

(

町

四

)

で
あ
る
。

い
わ
ば
郡
勝
制
的
支
配
の
枠
外
の
人
聞
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
も
特
に
一
商
人
が
強
い
差
別
を
受
け
た
の

な
お
輯
車
は
前
漢
代
で
は
乗
用
の
馬
車
一
般
を
指
し
た
が
、
前
述
の
如
く
、
一
商
一
人
は
高
祖
時
代
に
そ
れ
に
乗
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
、
そ
の
後

再
び
乗
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
算
編
令
以
降
は
二
算
の
税
を
出
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
国
境
る
こ
と
な
く
乗
る
こ
と
が
で

さ
て
行
一
一
商
に
従
う
場
合
、

し
か
し
後
に
再
び
乗
車
を
禁
止
さ
れ
た
。

そ
の
荷
物
は
主
に
牛
や
人
聞
が
引
く
商
事
に
載
せ
た

き
た
の
で
あ
る
。

が
、
乗
用
と
し
て
昭
事
を
用
い
る
こ
と
が
か
な
り
あ
っ
た
の
で
、
行
商
を
す
る
者
か
ら
も
二
算
を
徴
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
吏
比
者
は
官
吏
待

遇
の
者
で
、
第
九
級
五
大
夫
以
上
の
爵
を
有
す
る
者
、
比
二
千
石
以
上
の
官
位
に
就
い
た
こ
と
が
あ
る
者
、
及
び
王
杖
保
持
者
な
ど
を
指
す
。

つ
ま
り
こ
の
吏
比
者
や
三
老
・
北
漫
の
騎
士
以
外
の
一
般
民
は
紹
車
一
車
に
つ
き
一
算
の
税
を
納
め
た
の
で
あ
る
。

算
絹
令
に
つ
い
て
は
こ
の
く
ら
い
に
す
る
が
、
法
令
上
の
一
両
人
を
指
す
言
葉
は
買
人
で
あ
り
、
少
な
い
な
が
ら
も
一
商
字
が
行
一
商
を
意
味
す
る
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こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
押
え
て
次
に
準
み
た
い
。

五

『
白
虎
逼
』
一
商
一
買
篇
と
鄭
玄
註
の
意
味

確
か
に
一
商
一
が
行
一
商
一
の
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
た
買
が
坐
買
の
色
彩
の
濃
い
使
わ
れ
方
を
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、

そ
れ
は
少
な

く
、
大
部
分
は
匿
別
し
難
い
し
、
更
に
法
制
上
の
一
商
一
人
を
指
す
言
葉
は
買
人
で
あ
る
と
い
う
、
一
商
字
と
買
字
の
使
用
寅
態
及
び
漢
制
と
の
食
い

遠
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
な
ぜ
『
白
虎
逼
』
で
は
強
撰
し
て
ま
で
一
商一
H

行
、
買
日
止
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
本
郷
の
問
題
で
あ
る
。
こ

そ
れ
を
定
着
さ
せ
た
の
は
鄭
玄
で
あ
り
、

の
匿
別
を
強
調
し
、

『
周
瞳
』
天
官
家
宰
「
九
職
」
に
「
行
を
一
商
と
日
い
、
慮
る
を
買
と
日
う
」
と

註
し
、
地
官
司
市
で
は
「
物
を
通
ず
る
を
商
と
日
い
、
居
り
て
物
を
買
る
を
買
と
日
う
」
と
註
し
、
買
公
彦
疏
は
絶
封
的
に
こ
れ
に
従
っ
て
い

19 

る
。
こ
の
ほ
か
『
漢
書
』
巻
二
八
下
地
理
志
下
の
「
五
民
」
註
に
、
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服
度
目
く
、
土
農
一商
一
工
買
な
り
。
如
淳
日
く
、
遊
子
そ
の
俗
を
楽
し
み
、
復
た
蹄
ら
ず
。
故
に
五
方
の
民
あ
る
な
り
。
師
古
田
く
、
如
説

是
な
り
。

と
あ
る
、
服
慶

『
漢
書
一
音
訓
』
を
翠
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
必
ず
し
も
一商
H

行
、
買
H

止
の
主
張
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
雨
者

が
明
瞭
に
異
な
る
こ
と
の
主
張
で
あ
る
こ
と
に
挺
り
は
な
い
。
そ
し
て
古
文
皐
の
定
礎
者
鄭
玄
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
服
度
も
『
春
秋
左

氏
侍
解
誼
』
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

『
公
羊
墨
守
』

の
何
休
に
劃
し
て
の
論
戦
の
書

『
春
秋
左
氏
膏
盲
穣
痢
』
な
ど
を
著
し
た
左
俸
家

・
古
文

間学
者
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

『白
虎
通
』
一
商
賀
篇
理
解
の
鍵
は
こ
こ
に
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
彼
等
古
文
皐
者
と
今
文
皐
者
と
の
最
も
鋭
い
針
立
貼
は
『
左
氏
L

と
『
公
羊
』

に
あ

っ
た
し
、

ま
た

『
周
櫨
』

も
何
休
に
よ
っ
て
「
六
園
陰
謀
の
書
」
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
賞
は
こ
の
二
書
に
の
み
明
瞭
に
商
と
買
を
分

け
た
記
述
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
う
ち

『
左
氏
惇
』
宣
公

一
二
年
の
「
一商
農
工
費
」
は
決
し
て
一
商
H
行
、
責
u
止
を
示
す
も
の
で
は
な
い

こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
。
し
か
し
こ
の
一商
と
買
を
分
け
た
記
述
は
、

『
左
氏
』
の
徒
に
と
っ
て
は

」
の
雨
者
が
明
確
に
異
な
る
も
の
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で
あ
る
、
あ
る
い
は
異
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
さ
せ
る
に
十
分
な
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て

『
周
櫨
』

地
官
司
市
で
も
、

お
お

一商
買
を
以
っ
て
貨
を
阜
い
に
し
て
布
を
行
し
、
:
:
:
朝
市
は
朝
時
に
し
て
市
し
、
一商
買
主
た
り
、
:
:
:
凡
そ
市
の
偽
飾
の
禁
は
、
民
に
在

る
者
十
有
二
、

一商
に
在
る
者
十
有
二
、
買
に
在
る
者
十
有
二
、

工
に
在
る
者
十
有
二
。

と、

一商
と
寅
を
分
け
て
記
述
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
周
躍
』
で
は
こ
の
ほ
か
若
干
の
一商
と
買
の
例
が
あ
る
。
ま
ず
天
官
序
官
の
「
貿
八
人
」

は
い
わ
ば
官
費
で
あ
る
。
ま
た
天
宮
家
宰
「
九
職
」

の
「
六
に
日
く
喬
賀。

貨
賄
を
阜
通
す
」
は
商
人
一
般
の
稽
呼
と
し
て
先
秦
か
ら
漠
代
に

至
る
ま
で
使
わ
れ
る
一商
買
の
例
と
合
致
す
る
。

一
方
地
官
閏
師
の
場
合
は
、
身
分
で
は
な
く
職
務
に
つ
い
て
、
農

・
工
・
衡
な
ど
と
分
類
し
た

中

「一一
商
に
任
ず
る
に
市
事
を
以

っ
て
し
、
貨
賄
を
貢
さ
し
む
」
と
一商
を
穆
げ
る
が
、

」
れ
は
一商
人

一
般
を
指
す
。
そ
し
て
多
官
考
工
記
に

「
四
方
の
珍
異
を
通
じ
て
以
っ
て
之
を
資
す
c

之
を
一
商
放
と
謂
う
」
と
あ
り
、
鄭
玄
は
「
販
買
の
客
な
り
」
と
註
し
て
レ
る
。
確
か
に
行
一商
と

解
し
う
る
文
面
で
あ
る
が
、

王
公
以
下
の
六
職
の

一
つ
と
し
て
拳
げ
ら
れ
て
い
る
の
を
見
る
な
ら
ば
、

一
商
人
一
般
と
解
し
う
る
齢
地
が
あ
る
。



こ
の
一
商
放
と
い
う
言
葉
は
、
『
左
氏
惇
』
『
萄
子
』
『
易
』
『
呂
氏
春
秋
』
を
通
じ
て
、
次
第
に
よ
り
行
一
商
的
な
一
意
味
で
使
わ
れ
て
き
た
が
、
特
に

『
左
氏
停
』
と
『
周
艦
』
に
お
い
て
百
工
と
針
比
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
黙
が
注
目
さ
れ
、
雨
書
の
経
書
と
し
て
の
地
位
の
確
立
と
と
も
に
貌

五
日
以
降
使
用
例
が
多
く
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
周
躍
』
に
お
け
る
数
少
な
い
一両
と
賓
の
用
例
に
つ
い
て
見
る
と
、

一商
H

行
、
買
H

止
と
い
う
匿
別
は
な
さ
れ
て
い
な
い
し
、

一
方
『
左
氏
停
』
は
漢

初
の
張
蒼
・
賓
誼
以
来
の
惇
承
が
あ
る
に
し
て
も
、
前
漢
後
期
に
そ
の
受
業
者
が
培
え
、
と
り
わ
け
劉
散
が
そ
の
顕
彰
、
及
び
以
後
の
師
俸
の

う ま
た
司
市
の
例
も
そ
の
よ
う
な
匡
別
を
明
瞭
に
示
す
も
の
で
は
な
い
が
、
あ
た
か
も
別
の
も
の
で
あ
る
如
く
商
と
買
を
分
け
て
い
る
と
き
?
え
よ

(

初

出

)

『
周
躍
』
自
睦
先
秦
に
糊
る
古
い
も
の
を
含
む
に
せ
よ
、
書
物
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
の
が
前
漢
後
期
で
あ
り
、

上
で
大
き
な
役
割
を
果
し
た
こ
と
な
ど
を
考
慮
に
容
れ
る
な
ら
ば
、
あ
る
い
は
劉
歓
な
ど
の
手
に
よ
っ
て
『
左
氏
停
』
と
合
致
す
る
よ
う
に

『
周
膿
』
に
一商
と
買
を
分
け
る
一
文
が
つ
け
ら
れ
た
と
も
推
測
で
き
な
い
こ
と
も
な
い
。
ま
た
や
は
り
原
司
市
で
も
分
け
て
記
述
し
て
い
た
か

も
知
れ
ず
、
決
め
手
は
な
い
。
し
か
し
『
左
氏
停
』
と
『
周
躍
』
に
各
一
か
所
、
一
両
と
買
を
分
け
た
記
述
が
あ
る
と
い
う
事
賓
だ
け
は
動
か
し

- 21ー

難
い
も
の
と
し
て
残
る
の
で
あ
る
。
首
然
古
文
同
筆
者
は
こ
の
匡
別
が
何
に
基
く
も
の
で
あ
る
か
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
既
述

の
如
き
先
秦
以
来
の
雨
字
の
使
用
朕
況
が
あ
り
、
漢
の
法
制
上
の
用
語
は
買
人
で
あ
る
と
い
う
現
賓
が
あ
る
。
こ
の
現
賓
と
の
調
整
に
迫
ら
れ

た
時
、

多
く
は
な
い
が
一商
字
が
行
一商
を
指
し
、

一
方
で
は
市
中
の
商
人
の
場
合
に
買
を
用
い
る
傾
向
も
若
干
あ
る
と
い
う
事
を
援
り
所
に
し
、

更
に
そ
れ
を
権
威
づ
け
る
篇
に
『
易
』

『
論
語
』
を
引
い
て
一
商
H

行
、
買

n
止
を
主
張
し
た
の
が
『
白
虎
通
』
一
商
買
篇
で
あ
る
と
思
う
。
従
つ

て
こ
れ
は
古
文
説
に
立
脚
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
別
稿
に
お
い
て
『
白
虎
逼
』
は
お
お
む
ね
今
文
設
に
よ
る
と
さ
れ
る
が

(
初
)

巧
み
に
古
文
読
が
加
え
ら
れ
て
い
る
所
が
あ
る
と
述
べ
た
の
は
、
こ
の
一商
買
篇
を
考
慮
に
容
れ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
班
固
自
身
、

『
周
躍
』

や
均
の
理
念
を
背
景
と
し
て
彼
濁
自
の
理
想
的
周
制
を
そ
の

『
漢
書
』

食
貨
志
上
に
お
い
て
示
し
、
以
後
『
漢
書
』
は
廉
く
思
想
の
書
と
し
て

も
受
入
れ
ら
れ
て
ゆ
く
と
い
う
思
想
史
的
位
置
に
立
つ
が

こ
の
よ
う
に
『
白
虎
逼
』
に
お
い
て
も
古
文
読
の
受
容
と
そ
の
後
代
へ
の
影
響
と

21 

レ
う
同
様
の
思
想
史
的
位
置
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
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こ
う
し
て
今
文
説
と
古
文
読
の
封
立
の
場
で
あ
っ
た
白
虎
観
論
議
に
お
い
て
、
古
文
設
は
「
周
躍
』
と

『
左
氏
侍
』
で
明
確
に
一商
と
買
を
分

け
、
且
つ

『
易
』
『
論
語
』
が
そ
れ
を
支
持
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
商
字
と
買
字
の
解
穣
に
お
い
て
は
、

漢
代
の
現
賓
を
踏
ま
え
『
向
書
』

を
引
い
て
反
問
し
た
反
針
者
に
勝
利
を
牧
め
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
一商
買
を
め
ぐ
る
議
論
の
主
題
は
表
に
現
わ
れ
て
い
な
い
『
周
躍
』
と

『
左
氏
侮
』
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
『
白
虎
通
』
の
記
述
も
、
望
な
る
漢
儒
の

こ
じ
つ
け
で
は
な
く
、

こ
じ
つ
け
ざ
る
を
え
な
い
思
想
史
的
意
味

が
あ
っ
た
の
で
あ
り

こ
の
貼
、

後
漢
の
同
学
者
の
解
穫
を
こ
の
よ
う
な
目
で
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
思
う
。

そ
し
て
こ
の

『
白
虎

通
』
に
よ
る
方
向
づ
け
は
以
後
大
き
な
影
響
を
輿
え
、
服
度
な
ど
の
古
文
同
学
者
に
よ
っ
て
強
く
主
張
さ
れ
、
鄭
玄
に
よ
っ
て
経
書
解
穣
皐
的
に

は
ほ
ぼ
定
説
化
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
問
、
文
字
皐
の
上
で
定
礎
と
な
る
許
恨
の
『
説
文
解
字
』
が
あ
る
が
、

そ
こ
で
は
一
両
と
買
は
ど
の
よ
う

に
説
明
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

「
買
は
市
な
り
。
貝
に
H
M

い
て
而
襲
。

よ

し
、
陶
部
で
「
一商
は
外
従
り
内
を
知
る
な
り
。
陶
に
以
い
章
の
省
獲
」
と
す
る
。
こ
の
う
ち
闘
部
の
一商
一
字
の
説
明
は

『
白
虎
通
』
の
遠
近
有
無

貝
部
で

一
に
日
く
、

坐
し
て
買
筈
す
る
な
り
」

「
蘭
は
行
買
な
り
。
貝
に
H
M
い
て
一商
の
省
撃
」
と
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を
は
か
る
と
す
る
の
に
封
麿
す
る
が
、
問
題
は
貝
部
の
貿
字
で
あ
る
。
許
慣
は
賀
を
市
H
一商
行
魚
と
解
し
て
二
日
」
以
下
の
六
字
を
加
え
て

レ
る
。
こ
の
六
字
を
段
玉
裁
は
、

『
説
文
』

に
は
筈
字
が
な
く
浅
人
の
妄
培
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
坐
賓
と
す
る
の
は
お
か
し
く
、
鄭
玄

『
周
種
』

(ぬ〉

註
の
「
居
り
て
物
を
貰
る
」
は
物
を
居
積
し
ま
た
そ
れ
を
貰
る
一
意
味
だ
と
し
、
楊
承
輝
氏
も
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
。
こ
の
部
分
が
本
来
二
日

坐
頁
也
」
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
と
も
全
て
が
妄
増
で
あ
っ
た
か
は
解
決
し
難
い
に
し
て
も
、
買
を
市
と
し
、
一
両一
を
行
買
と
す
る
許
慣
の
説
明
の

意
味
を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

許
慎
(
?
|
一
一
一
四
?
)
は
五
鰹
粂
習
、
今
古
粂
習
の
皐
者
で
、
古
文
家
買
遣
に
つ
い
て
皐
び
、

そ
の
主
著
『
説
文
解
字
』
は
ほ
ぼ
和
一
帝
永
元

(ω) 

ま
た
後
に
鄭
玄
の
駁
を
う
け
る

『
五
経
異
義
』
を
著
し
、
更
に

『
准
南
子
』
に
も
註
を
つ
け
て
い
る
。
こ
の
う

一
二
年
(
一

O
O
)
に
完
成
し
、

ち

『
准
南
子
』
註
は
概
し
て
短
か
く
、

言
葉
の
意
義
と
、
人
名

・
地
名
を
主
と
し
た
小
皐
家
的
註
と
言
え
る
。
ま
た

『
異
義
』

に
お
レ
て
は、

『
左
氏
博
』
の
制
度
。か
合
致
す
る
こ
と
を
述
べ
る
所
が
あ
る
と
と
も
に
、
漢
制
に
比
べ
て
『
周
噂
』
の
制
度
が
悪
い
と
す
る

漠
制
と

『
周
瞳
』



(
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所
も
あ
る
。
概
し
て
今
・
古
文
読
の
違
い
を
古
文
読
の
立
場
か
ら
論
じ
た
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
、
そ
こ
に
は
鰹
俸
の
文
を
経
停
で
説
明
す
る

今
文
・
古
文
粂
習
の
姿
勢
が
貫
か
れ
る
と
と
も
に
、
彼
の
生
き
た
時
代
、
即
ち
「
太
卒
」
で
あ
る
と
多
く
の
人
々
に
認
識
さ
れ
た
後
漢
前
期
と

〈
刷
出
〉

い
う
時
代
に
合
致
し
た
、
漢
制
を
是
と
す
る
態
度
が
あ
り
、
『
周
薩
』
を
漢
制
を
超
克
す
る
た
め
の
理
想
的
な
制
度
の
書
で
あ
り
「
躍
の
経
」

で
あ
る
と
し
た
鄭
玄
と
は
明
確
に
異
な
る
。
鄭
玄
の
『
駁
』
は
、
古
文
を
中
心
と
し
つ
つ
も
今
文
・
古
文
乗
習
の
態
度
を
く
ず
さ
ず
、
道
家
の

書
に
も
註
を
つ
け
る
よ
う
な
許
恨
の
皐
問
態
度
そ
の
も
の
を
批
判
す
る
こ
と
を
一
意
圃
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
許
恨
の
皐
間
態

度
は
『
読
文
解
字
』
に
も
貫
か
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
彼
は
古
文
家
と
し
て
白
虎
観
論
議
の
一
商
H

行
設
に
従
い
、
商
を
行
買
と
し
た
。

そ
し
て
買
に
つ
い
て
は
、
も
し
二
日
坐
買
也
」
が
も
と
も
と
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
古
今
の
書
に
通
じ
、
ま
た
漢
律
に
も
通
じ
て
い
て
、
買
を

坐
買
に
限
定
で
き
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
が
故
に
、

買
を
一
商
行
潟
(
及
び
そ
れ
を
行
う
者
全
般
)
を
指
す
タ
I
ム
と
し
つ
つ
、

白
虎
観
論
議
の

買
H

止
設
を
「
一
日
」
と
い
う
形
で
加
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
商
を
行
買
と
表
現
す
る
こ
と
自
盟
、
商
よ
り
も
買
の
概
念
の
方
が
よ
り
康

い
こ
と
は
明
ら
か
な
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
班
固
・
許
恨
の
時
代
に
封
し
て
、
現
賓
の
混
範
の
中
で
、
逆
に
「
太
卒
」
を
求
め
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
後
漢
後
期
、
公
羊
墨

守
の
何
休
を
軸
と
し
て
激
し
い
論
戦
を
展
開
し
た
服
慶
・
鄭
玄
に
と
っ
て
は
、
古
文
家
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
徹
底
せ
ざ
る
を
え
ず
、
そ
こ
に
盆

(

川

町

)

そ
し
て
「
『
周
嘩
』
の
時
代
」
の
理
想
を
指
し
示
し
た
鄭
玄
註
の
擢

責
H

止
読
を
主
張
す
る
理
由
が
あ
っ
た
も
の
と
思
う
。

々
強
く
一
商
U

行、

威
性
は
、
経
準
的
に
は
ほ
ぼ
そ
れ
を
定
説
化
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

書宗
論

中
世
に
お
け
る
一
商
一
と
買

序
で
提
起
し
た
商
字
と
買
字
が
中
園
古
代
の
各
書
籍
で
ど
の
よ
う
な
傾
向
性
を
も
っ
て
使
わ
れ
て
い
る
か
と
い
う
聞
い
に
劃
し
て
は
、
そ
の
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来
源
を
異
に
す
る
一
商
一
、
買
と
も
に
一
商
人
そ
し
て
一
商
行
震
(
特
に
貰
)
を
指
す
用
語
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
一
商
H

行
、
買
H

止
と
い
う
匡
別
は
な

さ
れ
て
い
な
い
が
、
商
一
字
と
賀
字
を
使
う
熟
語
を
加
え
て
考
え
る
と
各
書
籍
に
か
な
り
は
っ
き
り
し
た
傾
向
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
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基
い
て
解
寝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

と
り
わ
け
秦
漠
時
代
の
一
商
業

・
商
人
を
示
す
法
制
上
の
用
語
は
賀

・
買
人
で
あ
り
、
そ
れ
と
針
比
し

て
専
業
一商
人
で
あ
る
か
否
か
に
拘
わ
ら
ず
行
商
を
一商
一
と
表
現
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
結
論
で
き
た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
現
寅
に
も
拘
わ
ら
ず

『
白
虎
通
』

な
ど
に
お
レ
て
一商一
H

行
、
買
H

止
設
が
主
張
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
主
張
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
聞
い
に

は
、
『
左
氏
俸
』
と
『
周
躍
』
の
み
に
明
確
に
一
両
一
と
買
を
分
け
た
記
述
が
あ
り
、
こ
れ
を
め
ぐ
る
今
文
・
古
文
の
封
立
が
背
景
に
あ
っ
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
答
え
え
た
も
の
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
に
商
業

・
商
人
を
め
ぐ
る
稽
呼
の
嬰
濯
に
は
言
葉
そ
の
も
の
が
引
き
摺
っ
て

ゆ
く
俸
統
的
慣
習
的
側
面
の
み
な
ら
ず
、
法
律
・
官
際
用
語
と
の
関
わ
り
、

に
お
け
る
展
開
を
と
く
簡
翠
に
概
観
し
て
本
稿
を
終
え
た
い
。

そ
し
て
思
想
的
影
響
も
あ

っ
た
の
で
あ
る
が
、
一
商

・
買
字
の
中
世

仁
井
田
陸
氏
の

『唐
令
拾
遺
』

(
一
九
三
三
年
)
に
戸
令
の
文
と
し
て
引
か
れ
る

『
大
唐
六
典
』

巻
三
向
書
戸
部
、

戸
部
郎
中
員
外
郎
の
候

に
、
天
下
回
民
の
一
つ
と
し
て
土

・
農
・
工
と
と
も
に
「
屠
泊
輿
販
す
る
者
を
一商
と
帰
す
」
と
一商
を
翠
げ
て
い
る
。
そ
の
註
に
「
工
商
と
は
皆

家
そ
の
業
を
専
ら
に
し
て
、
以
っ
て
利
を
求
め
る
者
を
調
う
。
そ
の
織
征
組
制
の
類
は
非
な
り
」
と
あ
り
、
農
民
等
、
が
行
う
家
内
手
工
業
を
除
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く
専
業
者
で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
、
こ
の
専
業
一商
工
は
「
工
一商
の
家
は
土
に
預
る
を
得
ず
」
と
い
う
績
く
規
定
に
よ
っ
て
、
九
品
以
上
の
官
位

を
も
っ
官
人
と
な
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。
農
工
一
商
と
も
に
庶
と
さ
れ
な
が
ら
、

工
商
に
は
こ
の
よ
う
な

仕
官
制
限
が
加
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
規
定
は

『
惰
書
』
巻
二
高
祖
紀
下
、
開
皇
二
ハ
年
(
五
九
六
〉
六
月
甲
午
の
「
工
一商
は
準
仕
す

る
を
得
ず
」
と
い
う
制
詔
に
湖
る
。
こ
の
例
か
ら
ほ
ぼ
晴
唐
代
、
一
商
人
と
工
人
を
表
わ
す
法
制
用
語
は
一商
と
工
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
う
る
。

つ
ま
り
漢
代
の
専
業
一
商
人
を
指
す
買
人
に
劃
し
て
、
晴
唐
代
で
は
同
じ
も
の
を
一商
と
呼
ん
で
い
た
、

と
い
う
饗
化
を
そ
こ
に
見
い
出
せ
る
の
で

あ
る
。
こ
の
一商
字
を
用
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
先
秦
以
来
士
農
工
と
針
比
す
る
身
分
制
的
用
法
の
場
合
に
は
商
を
用
い
る
こ
と
が
多
か
っ

た
と
い
う
俸
統
に
つ
ら
な
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

と
同
時
に
、

惰
唐
代
に
お
レ
て
も
、

一商
H

行

買
H

止
の
匿
別
を
あ
ま
り
明
確
に
し
な
い

一商
・
貿

・
一両
費

・
頁
人
な
ど
の
例
が
多
見
し
、

そ
れ
は
こ
の
専
業
一
商
人
全
般
を
一両
と
す
る
法
律
規
定
そ
の
も
の
に
明
ら
か
で
あ
る
、

と
い
う
寅

肢
も
把
握
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
問
題
は
漢
の
買
人
か
ら
惰
唐
の
一商
に
至
る
法
制
上
の
用
語
の
繁
遷
で
あ
る
。
し
か
し
三
園
か
ら
隔
に
至



る
諸
史
料
を
通
観
し
て
も
確
た
る
結
論
は
出
せ
ず
、
推
測
を
述
べ
る
ほ
か
な
い
の
で
あ
る
が
、
以
下
の
よ
う
に
考
え
る
。

『
周
櫨
』
と
鄭
玄
註
の
擢
威
性
が
「
『
周
躍
』
の
時
代
」
に
絶
大
な
影
響
を
輿
え
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
競
菅
以
降
、
工
を
『
周
躍
』

〈
M
M
)

考
工
記
六
職
の
一
た
る
百
工
と
い
う
用
語
で
表
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
そ
れ
を
誼
す
る
一
事
貫
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
百
工
と
針
比

さ
れ
る
司
市
の
(
商
賓
と
い
う
用
語
が
、
漢
代
の
買
人
に
代
っ
て
使
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
殻
測
が
立
て
ら
れ
る
。
事
貫
『
三
園
志
』
で

は

一

商

買

が

や

や

多

く

、

買

人

・

商

旋

・

一

商

販

の

例

が

そ

れ

に

次

ぎ

、

一

商

が

身

分

制

的

に

多

く

使

わ

墨
画
書
』
で
も
一
商
買
が
や
や
多
い
も
の
の
、

れ
て
い
る
と
い
う
特
色
が
あ
り
、

そ
の
開
、
商
一
腹

・
買
一
商
・
一
商一
客
・
買
客

・
一
商
一
放
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
一
商
買
が
多
い
の
は
漢
代
で
も
同
じ
で

あ
り
、
先
秦
以
来
の
一
商
一
人
一
般
を
指
す
一
商
買
が
、

い
わ
ば
俸
統
的
慣
習
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と
し
た
方
が
よ
い
と
も
思
わ
れ
、
法
制
用
語
で

あ
る
と
い
う
結
論
は
出
せ
な
い
。

『
宋
書
』
以
下
の
南
靭
史
料
で
は
、
買
一
商
・
賓
客
・
一
商
賀
・
買
販
・
買
人
・
行
買
な
ど
の
買
字
の
熟
語
が
多

そ
れ
と
同
程
度
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
一
商
・
商
人
・
商
旗
・
一
商
販
が
多
く
な
る
。
こ
れ
は
北
朝
も
ほ
ぼ
同
じ
で
、
一
両
買
・

見
す
る
も
の
の
、

分
制
的
に
一
商

・
一
商
人
を
使
う
こ
と
が
多
く
、

い
わ
ゆ
る
良
賎
制
と
い
う
身
分
制
形
成
の
過
程
で
、

商
人
身
分
を
規
定
す
る
際
に
身
分
制
的
停
統

- 25ー

買
胡
・
商一
胡
・

屠
泊
・
商
販

・
買
客
・
買
人
な
ど
も
あ
る
が

「工
一両
一
阜
隷
」
の
如
き
『
左
氏
俸
』
(
裏
公
一
四
年
)
の
用
語
そ
の
ま
ま
に
、
身

に
つ
ら
な
る
一商
字
が
選
び
取
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
餅
偶
文
と
修
鮮
で
飾
ら
れ
た
南
朝
の
詔
令
等
か
ら
は
、
果
し
て
法
制
用
語
と
し
て
既
に

一
商
が
使
わ
れ
て
い
た
の
か
否
か
を
探
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
全
鐙
と
し
て
親
菅
期
に
比
べ
て
嬰
化
が
見
ら
れ
る
と
言
う
こ
と
は
で

き
る
が
そ
れ
以
上
は
何
も
言
え
な
い
。
こ
の
貼
、
北
朝
で
は
も
う
少
し
は
っ
き
り
さ
せ
う
る
。

(

必

〉

菅
代
、
-
庶
民
を
指
し
た
法
制
上
の
身
分
制
的
用
語
で
あ
る
「
土
卒
百
工
」
と
い
う
言
葉
、
及
び
「
百
工
伎
巧
」
と
い
う
表
現
は
北
貌
の
初
め

頃
に
は
使
わ
れ
る
が
、
ほ
ぼ
高
祖
孝
文
一
帝
の
頃
に
は
見
ら
れ
な
く
な
り
、
「
工
一
商
吏
民
」
の
よ
う
な
表
現
を
す
る
例
が
多
く
な
る
。
こ
れ
に
注

目
す
る
と
、
甚
だ
荒
い
推
測
で
あ
る
が
、

ほ
ぼ
鴻
太
后
揖
政
時
代
(
四
六
五
l
四
九
O
)
の
噴
に
、
西
菅
律
令
を
直
接
縫
承
し
た
律
令
に
手
直
し

が
加
え
ら
れ
、

工
人
一
商
人
を
工
一
商
一
と
稽
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
競
室
百
』
巻
四
四
費
子
俸
に
「
一
商
買
部
二
曹
令
に
遷
る
」
と
あ

25 

り
、
こ
れ
は
孝
文
一
帝
一
即
位
(
四
七

一
)
以
前
の
文
成
一
帝
(
四
五
二
|
四
六
五
)
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
巌
耕
望
氏
は
こ
の
二
曹
が
向
書
省
の
曹
で
あ
る
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(

必

)

と
す
れ
ば
、
金
部
向
書
乃
至
左
民
向
書
に
属
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
そ
の
所
属
及
び
職
務
を
確
定
し
難
い
も
の
の
、
一
商
業
・
一
商
人
に
閥

係
す
る
こ

の
二
つ
の
部
局
が
、

一商
部
曹
と
買
部
曹
と
い
う
名
稽
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
北
貌
初
期
そ
の
法
令
の
多

く
を
西
音
律
令
に
負
い
、
そ
れ
故
先
の
「
士
卒
百
工
」
の
よ
う
に
西
音
律
令
の
用
語
を
緩
承
し
た
が
、
ほ
J

ほ
鴻
太
后
掻
政
時
代
に
愛
え
ら
れ
た

と
い
う
想
定
に
立
つ
な
ら
ば
、
北
競
初
期
の
一荷
一
人
を
示
す
用
語
は
一商
一
買
で
あ
り
、
鴻
太
后
以
後
一商
一
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
す
る
こ
と

を
可
能
に
す
る
し
、

更
に
は
西
菅
律
令
に
お
い
て
も
一商
一
買
を
用
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
可
能
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
以

下
の
如
く
な
る
。

貌
は
郷
玄
註
を
強
く
意
識
し
て
法
制
用
語
と
し
て
は
一商
と
買
を
匡
別
し
つ
つ
一商
買
を
用
い
、
そ
れ
故
『
漢
書
』
巻
二
八
下
地
理
志
下
「
六
郡

良
家
子
」
で
如
淳
が

「
醤

・
一商
一
貫
・
百
工
は
預
る
を
得
ざ
る
な
り
」
と
註
し
、
西
菅
泰
始
律
令
は
こ
の
貌
制
を
縫
承
し
た
。
と
こ
ろ
が
南
北
朝

時
代
に
は
よ
り
身
分
制
的
な
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る
た
め
に
士
農
工
商
と
い
う
先
秦
の
諸
書
に
見
ら
れ
た
観
念
の
影
響
を
強
く
う
け
て
一商
を

(

門

出

)

惰

・
粛
士
口
『
五
行
大
義
』
、
及
び
敦
埋
文
書
『
二
十
五
等
人
園
』
に

工
人

・
農
人
に
劃
し
て
一商
人
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
り
、

も
て
、
随
時
貨
を
溜
り
、
貴
賎
相
い
易
え
、
以
っ
て
産
業
に
資
す
。
此
れ
一
扇
一
人
な
り
。

お
い
て
は
、

『
五
行
大
義
』

(
巻
五
論
諸
人
)
の
如
き
は
「
一商
人
と
は
、
負
販
・
市
堰
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用
い
、

惰
唐
は
そ
れ
を
継
承
し
た
。

そ
れ
故

『
文
子
』
の
二
五
等
人
説
、

ま
た
買
人
と
日
う
な
り
。」

と
一商
人
目
貫
人
と
し
、
商一

日
行
一
商
、
貿
H

坐
貿
読
を
無
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
唐

・
慧
琳

『
一
切
経
一
耳
目
義
』

で、

多
く
の
商

・
買
の
説
明
に
鄭
玄
註
を
引
き
つ
つ

も
、
巻
五
九
で
は

「
今
皆
一
商
な
り
」
と
述
べ
、
唐
で
は
行
商
・

坐
買
に
拘
わ
ら
ず
商
と
言
う
こ
と
を
明
言
し
た
の
も
同
様
で
あ
る
。
経
皐
に
お

い
て
は
賀
公
彦
疏
の
如
く
鄭
玄
註
が
絶
射
的
に
信
奉
さ
れ
た
に
せ
よ
、
現
貧
は
そ
れ
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
但
し
理
念
的
に

は
絶
え
ず
大
き
な
影
響
を
興
え
績
け
た
の
で
は
あ
る
が
。

註
(
1

)

加
藤
謬
註
『
史
記
卒
準
書
・
漢
書
食
貨
志
』

頁
。

一
九
四
二
年
、

四

(

2

)

宮
崎
「
貰
の
起
原
に
就
い
て
」
(
一
九
四

O
年
初
出
。

研
究
』
二
、
一
九
六
三
年
所
枚
〉
。

『
ア
ジ
ア
究



'zl 

(

3

)

陳
立

『
白
虎
通
義
疏
詮
』
巻
七
を
参
照
し
て
文
字
を
改
め
た
所
が
あ

る。

(

4

)

紙
屋
正
和
「
前
漢
時
代
の
商
貰
と
絹
銭
令
」
(
『福
岡
大
暴
人
文
論

叢
』

一
一
|
二
、
一
九
七
九
年
)
。

(

5

)

小
島
「
原
一
商
一
」
(
一
九
三
六
年
初
出
。
『
古
代
中
園
研
究
』
一
九
六

八
年
所
枚
)
。

(

6

)

現
行
本
で
使
わ
れ
て
い
る
文
字
が
、
そ
の
ま
ま
原
初
の
テ
キ
ス
ト
に

も
使
わ
れ
て
い
た
か
否
か
も
問
題
に
な
る
が
、
漢
墓
出
土
の
ご
く
一
部

の
も
の
を
除
き
、
そ
こ
ま
で
の
検
討
は
現
段
階
で
は
で
き
な
い
。

〈
7
)

松
木
民
雄
「
左
俸
に
見
え
た
る
社
曾
分
業
形
態
に
つ
い
て
」
(
『歴

史
』
五
二
韓
、
一
九
七
九
年
〉
。

(
8
〉
拙
稿
「
中
園
古
代
に
お
け
る
均
の
理
念
|
|
均
輪
卒
準
と
『
周
嘩
』

の
思
想
史
的
検
討
|
|
」
〈
『思
想
』
七
二
一
続
、
一
九
八
四
年
〉
。

(

9

)

越
錫
元
「
周
代
4

工
一
商
食
官
¢
的
前
前
後
後
」
(
『中
園
古
代
史
論

叢
』
八
輯
、
一
九
八
三
年
)
、
堀
敏
一
『
中
園
古
代
の
身
分
制
|
|
良

と
賎
』
(
-
九
八
七
年
、
九
五
・
一

O
一
頁
)
な
ど
参
照
。

(

m

w

)

「
大
夫
種
進
針
目
、
臣
開
之
貢
人
、
夏
則
資
皮
、
冬
則
資
総
、
皐
則

資
舟
、
水
則
資
車
、
以
待
乏
也
。
」

(
日
)
文
字
に
疑
義
の
あ
る
も
の
を
除
い
て
検
討
し
た
。
各
篇
の
成
立
年
代

の
推
定
に
つ
い
て
は
波
漫
卓
『
古
代
中
園
思
想
の
研
究
』
(
一
九
七
三

年
〉
五
四
五
頁
の
表
を
参
照
。

(
ロ
)
拙
稿
前
掲
「
中
園
古
代
に
お
け
る
均
の
理
念
」。

(
日
〉
王
制
篇
の
「
農
由
民
士
土
工
工
商
一
爾
」
の
ほ
か
、
儒
数
篇
の
君
子
・

曲演

人
・
買
人
・
工
人
、
祭
厚
篇
の
「
工
匠
農
貰
」
は
、
身
分
制
的
に
も
一
商

と
と
も
に
頁
・
買
人
を
用
い
た
例
で
あ
る
。
ま
た
僑
数
篇
の
農
夫
・
工

匠
・
商
責
・
君
子
や
富
圏
篇
の
「
商
賓
の
敷
を
省
く
」
な
ど
の
商
買
の

例
は
、
商
と
買
の
二
つ
を
指
す
の
で
は
な
く
、
右
の
商
・
買
・
買
人
と

同
様
、
商
人
一
般
を
指
し
て
い
る
熟
語
で
あ
る
。

(
M
〉
拙
稿
「
中
園
古
代
の
商
人
と
市
籍
」
〈
『
加
賀
博
士
退
官
記
念
中
園
文

史
哲
皐
論
集
』
一
九
七
九
年
所
校
〉。

(
日
)
金
谷
治
『
管
子
の
研
究
』
一
九
八
七
年
。

ハ
日
〉
同
右
。

〈
ロ
〉
拙
稿
「
後
漢
時
代
の
得
役
と
兵
役
」
(
『
歴
史
』
六
六
輯
、
一
九
八
六

年)。

(
鴎
)
拙
稿
「
均
稔
卒
準
の
史
料
論
的
研
究
(
二
)
」
(
『
歴
史
』
六
二
韓
、

一
九
八
四
年
)
、
及
び
前
掲
「
中
園
古
代
に
お
け
る
均
の
理
念
」。

(
川
口
)
『
書
道
全
集
』
第
二
巻
、
一
九
六
五
年
、
二
ハ
・
一
七
一
一
良
。

(
初
)

秦
律
十
八
種
既
苑
律
の
「
其
の
貰
銭
」
(
八
三
|
八
七
簡
。
三
三
頁
。

H
二
七
・
八
頁
〉
な
ど
。
な
お
以
下
の
秦
簡
に
つ
い
て
は
、

『雲
夢
陸

虎
地
秦
墓
』
(
一
九
八
一
年
〉
の
簡
番
続
、
『
睡
虎
地
秦
墓
竹
筒
』
(
一

九
七
八
年
)
の
頁
数
、
及
び
〉
・
明
-
H
Y
Zロ
目
白

0
4
匂
少
』

N
2
3
S
H柄。」「

門

U
F
・
を
ト
白
H
G
-
F
g
骨
回
日
開
・
』

-
F三・
5
8・
の
頁
数
を

H
何
頁
と

し
て
挙
げ
る
に
と
ど
め
る
。

(
幻
〉
秦
節
目
書
中
に
買
市
の
例
が
見
ら
れ
〈
八
一
四
・
八
四
九
簡
な
ど
)
、

「
行
責
買
市
」
(
八

O
四
・
九
九
八
街
)
の
よ
う
に
行
賓
と
連
稽
す
る

例
も
あ
る
。
そ
し
て
武
威
勝
博
物
館
(
黛
寄
山
執
筆
〉
「
武
威
新
出
王

杖
詔
令
崩
」
(
『
漢
簡
研
究
文
集
』
一
九
八
四
年
〉
の
紹
介
す
る
玉
杖
詔

書
令
に
「
賀
市
雰
租
」
「
列
建
費
市
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
を
見
る
と
、

買
市
は
市
で
の
営
業
を
強
く
意
味
し
な
が
ら
も
「
あ
き
な
い
」
と
諌
む

べ
き
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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(n〉
『
一
商
君
書
』
墾
令
篇
の
「
跨
淫
務
惰
の
民
」
と
「
逆
肢
の
民
」
と
同

じ
で
あ
ろ
う
。

(
幻
)
拙
稿
「
秦
漢
時
代
の
大
内
と
少
内
」
(
『
集
刊
東
洋
皐
』
五
七
鋭
、
一

九
八
七
年
〉
。

(

M

)

拙
稿
前
掲
「
中
園
古
代
に
お
け
る
均
の
理
念
」
。

(お
)
こ
れ
は
公
団
仮
輿
の
記
事
と
し
て
重
要
で
あ
る
が
、
そ
の
解
緯
は
拙

稿
「
漢
代
の
公
団
|
|
経
営
形
態
を
中
心
と
し
て
|
|
」
(
『集
刊
東
洋

皐
』
二
五
続
、
一
九
七
一
年
)
で
示
し
た
。

(
お
)
こ
の
部
分
が
、
景
一
一
帝
中
五
年
(
前
一
四
五
)
の
制
度
で
は
な
く
、
後

漠
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
拙
稿
「
馬
車
と
牛
車
|
|
中
園
古
代
の

官
人
と
中
世
の
貴
族
||
P」
(
片
野
達
郎
編
『
綜
合
研
究
中
世
の
文

化
』

一
九
八
八
年
所
枚
)
で
述
べ

た
。

(
幻
)
卒
準
書
と

『
漢
書
』
食
貨
志
下
の
文
と
で
は
か
な
り
字
句
の
異
同
が

あ
る
。
概
し
て
班
聞
の
合
理
的
解
障
に
よ
る
文
字
の
改
繁
は
文
意
の
暢

遂
を
も
た
ら
す
が
、
彼
の
も
つ
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
彼
の
生
き
た
時
代
か

ら
の
制
約
は
ま
ぬ
が
れ
難
く
、
十
分
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

(
叩
印
)
卒
中
「
漢
の
武
-
帝
の
算
絹
銭
」
(
一
九
五
三
年
初
出
。

『
中
園
古
代

の
田
制
と
税
法』

一
九
六
七
年
所
枚
)
。

(
mm
)

例
え
ば
元
封
元
年
(
前

一一

O
)
の
均
給
卒
準
令
。
拙
稿
「
均
給
卒

準
の
史
料
論
的
研
究
(
一
)
」
(
『
歴
史
』
六

一
揖
、
一
九
八
三
年
)
参

百
山
。

(知山)

『
漢
書
』

を
六
武
一
一帝
紀
に
よ
る
と
、
こ
の
令
は
元
狩
四
年
冬

(年

頭
)
に
提
案
買
施
さ
れ
た
。
大州
民
令
鄭
嘗
時
の
任
期
は
こ
の
四
年
初
頭

に
及
ぶ
可
能
性
が
あ
る
が
、
一
際
顔
異
が
四
年
冬
か
ら
在
任
し
た
も
の

と
す
る
。

(
汎
〉
拙
稿
「
鳳
嵐
山
十
鋭
墓
文
書
と
漢
初
の
一商
業
」
(
『東
北
大
嬰
数
養
部

紀
要
』
一
一
一
一
一
一
鋭
、
一
九
八
一
年
)
。

(
詑
)
掘
前
掲
著
書
一
一
一

O
頁。

(
お
)
佐
藤
武
敏

「
秦

・
漢
初
の
漆
器
の
生
産
に
つ
い
て
」
(
『
古
史
春
秋
』

四
鋭
、
一
九
八
七
年
)
。

(

M

)

一
方
で
は
市
中
に
全
く
人
が
居
住
し
て
い
な
か

っ
た
と
考
え
る
研
究

者
も
あ
る
が
(
渡
部
武
謬
註

『
四
民
月
令
』

一
九

八
七
年
、
二
二
七

頁
)
、
酒
の
畷
造
な
ど
、
一

定
の
時
聞
を
要
し、

か
つ
設
備
も
あ
る
も

の
は
そ
こ
で
の
宿
泊
が
必
要
で
あ
っ
た
筈
で
あ
り
、
や
は
り
市
中
に
居

住
し
て
い
た
者
も
あ
っ
た
と
思
う
。

(
お
)
拙
稿
前
掲
「
後
漢
時
代
の
待
役
と
兵
役
」
。

(
お
)
私
は
「
市
居
住
」
者
が
差
別
さ
れ
た
の
は
共
同
銭
外
の
人
関
で
あ
っ

た
こ
と
に
基
く
と
考
え
た
(
「
中
園
古
代
の
商
人
と
市
籍
」
)
。
確
か
に

一
方
で
は
前
引
秦
律
十
八
種
司
空
律
の
文
や
、
高
祖
の
抑
商
策
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
曲
反
に
劉
し
て
工
商
、
特
に
商
を
差
別
し
よ
う
と
す
る
傾

向
が
早
く
か
ら
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
共
同
盟
の
抜
大
変
展

と
し
て
と
ら
え
う
る
中
園
古
代
で
、
共
同
鐙
の
構
成
員
で
あ
る
か
否
か

よ
り
も
、
階
級
的
差
別
が
よ
り
重
要
と
な
る
と
と
も
に
(
剣
稿
「
中
園

史
上
の

『
中
世
』」
前
掲
『
綜
合
研
究
中
世
の
文
化
』
所
牧
)
、
「
市

居
住
」
に
限
定
さ
れ
ず
に
、
一
一
層
一
商
人
全
穫
を
賎
硯
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

(
竹
山
)
拙
稿
前
掲
「
中
園
古
代
に
お
け
る
均
の
理
念
」
。

(
お
)
拙
稿
「
均
の
理
念
の
展
開
|
|
王
券
か
ら
鄭
玄
へ
||
」
(『
東
北
大

思
十
数
養
部
紀
要
』
四
三
鏡
、

一
九
八
五
年
)
。

(
ぬ
)
楊
「
。
坐
臼
買
多
質
疑
」
(
『
中
園
史
研
究
』
一
九
八
六
年
二
期
)
。
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(
川
叫
)
謬
稼
等
の
八
篇
の
註
が
そ
れ
で
あ
る
と
さ
れ
る
(
金
谷
治
『
秦
漢
思

想
史
研
究
』
一
九
六

O
年
、
四
六

O
頁
参
照
〉
。
な
お
明
瞭
に
許
慣
註

と
し
た
も
の
が
『
太
卒
御
覧
』
巻
八
二
八
に
あ
り
、
「
組
」
を
設
明
し

て
い
る
(
拙
稿
「
『
史
記
』
貨
殖
列
俸
の
「
節
姐
曾
」
に
つ
い
て
」
『
集

刊
東
洋
曲
学
』
五
三
挽
、
一
九
八
五
年
)
。

(
位
)
そ
の
例
が
箔
役
を
め
ぐ
る
議
論
で
あ
り
、
そ
れ
を
ど
う
解
蝿
押
す
べ
き

か
は
拙
稿
前
掲
「
後
漢
時
代
の
循
役
と
兵
役
」
に
お
い
て
示
し
た
。

(
必
)
拙
稿
前
掲
「
均
の
理
念
の
展
開
|
|
玉
葬
か
ら
鄭
玄
へ
||
」。
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(必〉

拙
稿
「
均
の
理
念
の
展
開
|
「
『
周
櫨
』
の
時
代
」
と
そ
の
整
局

|
|
」
(『集
刊
東
洋
曲
目
干
』
五
四
銃
、
一
九
八
五
年
三

(
姐
〉
・
(
必
〉
同
右
。

(
必
〉
巌
「
北
貌
向
書
制
度
考
」
(
『
園
立
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集

刊
』

一
八
本
、
一
九
四
八
年
三

(
灯
〉
以
上
の
諸
霊園
に
つ
い
て
は
池
田
温
「
中
園
古
代
の
奴
縛
観
」
(『中
村

治
兵
衛
先
生
古
稀
記
今
年
東
洋
史
論
叢
』
一
九
八
六
年
)
参
照
。
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THE ANCIENT CHINESE CONCEPTS OF

　　　　　　

SHANG商AND GU 買

一Their Meaning and HistoricalBackground―

　　　　　　　　　　　　　　　

Yamada Katsuyoshi

　　

It has popularly been understood that the charactersｓｈａｎｇ商and

詐賢which eχpress ideas of commerce and merchants can be separated

in meaning such that ｓｈａｎｇ　ｒｅｉｅｉＳto itinerant merchants （ｘｉｎｇｓhani

商）ａｎｄ gu refers to stationary merchants or shopkeepers （ＺＵＯｇｌふ坐

賢）.

　

However, they cannot be restricted to these meanings. They were

at times used interchangeably, and each author had ａ particular tendency

in their usage.　Moreover, in the Qin and Han periods, the words gu and

ｇｕｒｅｎ賢人were technical terms used in legal documents to indicate CO-

merce and merchants respectively｡

　　

Without regard to this actual situation in his own time, Ban Gu 班

固. in the Commerce　chapter of his work “Ｅχplanations of the White

Tiger Palace.”asserted that ｓｈａｎｇmeant “moving”Qxing行) and 多

meant “stationary”（ｚ厄止）.　This was because he only considered the

description recorded in the Tiｕｏｚhｕａｎand the Ｚｈｏｕli、　His commerce

chapter was written with the intention of showing that the ０１ｄText

Theory was superior to the competing New ＴｅχtＴｈｅｏｒｙ｡

　　

At the end of the Later Han, the idea that ｓｈａｎｇmeant "itinerant”

and 詐 meant “stationary” becarr!e 311established theory due to the work

of Zheng χuan 鄭玄Nevertheless, this distinction was not strictly f0.

llowed even in later periods.　In these periods, technical terms in legal

documents indicating merchants changed from 功α刀ｇｇzぷ商賀in the Wei

and Jin to just Sh飢ｇ　in the Siχ Dynasty period. This latter term was

then inherited by the Sui and Tang.

１


